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州

大

中

正

の

制

に

関

す

る

諸

問

題

越

智

重

明

は

し

が

き

現
の
嘉
平
元
年
ご
ろ
司
馬
蕗
に
よ
っ
て
設
け
ら
れ
た
州
大
中
正
の
制
は
、
以
後
科
挙
の
制
の
出
現
ま
で
選
挙
制
度
の
中
核
を
な
し
た
。
こ
う

し
た
州
大
中
正
の
制
に
関
し
て
は
周
知
の
よ
う
に
諸
先
学
の
輝
や
か
し
い
数
多
く
の
研
究
が
あ
ヲ
勺
し
か
し
、
さ
ら
に
新
ら
し
い
観
点
か
ら
再

検
討
で
き
る
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
局
面
も
あ
り
、
ま
た
旧
来
考
察
の
あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い
局
面
も
あ
る
。
本
稿
は
そ
れ
ら
の
う
ち
の
若
干

を
論
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

郷

晶

の

制

の

出

現

本
節
は
州
大
中
正
の
制
の
一
環
と
し
て
郷
品
の
制
が
生
じ
た
こ
と
を
論
述
す
る
。

ま
ず
州
大
中
正
の
制
出
現
前
、
九
品
の
制
の
な
か
に
郷
品
の
制
が
存
在
し
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
太
平
御
覧

堵
仁
田
職
官
部
六
十
三
中
正
の
項
に
、

（
マ
マ
〉

晋
宣
帝
除
九
品
州
置
大
中
正
議
日
、
案
九
品
之
状
、
諸
中
正
既
未
能
料
究
入
才
。
以
為
、
可
除
九
州
、
制
置
大
中
正
。

と
あ
る
。
こ
の
「
九
品
」
と
い
う
選
挙
制
度
は
、
普
通
九
品
の
制
と
称
さ
れ
る
が
、
後
漢
極
末
延
康
元
年
（
黄
初
一
万
年
と
同
年
）
に
設
け
ら
れ
た

州
大
中
正
の
制
に
関
す
る
諸
問
題
（
越
智
）



州
大
中
正
の
制
に
関
す
る
諸
問
題
（
越
智
）

四

も
の
で
あ
る
。
九
品
（
の
制
）

と
い
う
名
称
は
も
と
も
と
官
職
を
九
日
間
等
に
分
け
、
そ
れ
に
応
じ
た
選
挙
を
す
る
と
こ
ろ
か
ら
名
づ
け
ら
れ
た

も
の
で
あ
ろ
う
。
「
晋
宣
帝
」
は
司
馬
藤
を
指
す
。
「
除
九
品
州
置
大
中
正
」
は
旧
来
の
郡
中
正
を
中
心
と
す
る
九
品
と
い
う
選
挙
制
度
を
除
い

て
新
た
に
（
州
を
対
象
に
大
中
正
を
置
き
、
そ
の
〉
州
大
中
正
を
中
心
と
す
る
選
挙
制
度
を
設
け
る
、
と
い
っ
た
意
味
と
解
さ
れ
る
。
「
除
九
州
制

置
大
中
正
」
は
文
字
に
誤
り
が
あ
る
が
、
も
と
は
右
と
同
じ
内
容
を
も
う
表
現
で
あ
っ
た
と
す
べ
き
で
あ
る
。
右
の
太
平
御
覧
の
記
事
で
は
旧

来
の
九
口
聞
の
制
に
お
い
て
、

（
吏
部
尚
書
の
行
う
人
事
に
あ
た
り
）
官
僚
と
し
て
の
「
資
格
」
が
中
正
の
与
え
る
状
で
定
め
ら
れ
た
こ
と
、
あ
る
い

は
官
僚
と
し
て
の
「
資
格
」
の
な
か
で
最
も
重
要
な
の
が
状
で
あ
っ
た
こ
と
が
物
語
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
郷
日
間
が
全
く
問
題
と
さ
れ
て
い

な
い
。

（
州
大
中
正
の
制
は
右
の
議
が
出
さ
れ
て
か
ら
の
ち
、
あ
ま
り
遠
く
な
い
時
期
に
司
馬
艶
に
よ
っ
て
設
け
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
）

と
こ
ろ
で
、
晋
書
巻
四
劉
毅
伝
に
、
州
大
中
正
存
在
時
の
こ
と
と
し
て
、

十
五

毅
以
為
、
規
立
九
品
、
権
時
之
制
。
未
見
得
人
、
市
有
八
損
。
乃
上
疏
日
、
・
：
凡
所
以
立
品
設
状
者
、
求
人
才
、
以
理
物
也
0

・
；
今
品
不
状

才
能
之
所
宜
。
市
以
九
等
為
例
。
以
品
取
人
、
或
非
才
能
之
所
・
長
。
以
状
取
人
、
則
為
本
品
之
所
限
。
若
状
得
其
実
、
猶
品
状
相
妨
。
繋
葉

選
挙
、
使
不
得
精
於
才
宜
。
云
云
。

と
あ
る
。

こ
こ
に
見
え
る
「
品
」

（
「
貌
立
九
品
」
の
「
ロ
巴
を
除
く
）

は
明
か
に
郷
品
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
記
事
は
中
正
の
与
え
た
郷
口
問
と

状
と
が
、
吏
部
尚
書
の
行
う
人
事
に
と
も
に
重
要
性
を
も
ち
、
そ
れ
だ
け
に
郷
品
と
状
と
が
往
々
相
妨
げ
る
結
果
と
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
か
く
て
、
州
大
中
正
の
制
出
現
時
郷
品
の
制
が
そ
の
一
環
と
し
て
出
現
し
た
と
す
べ
く
、
州
大
中
正
の
制
出
現
時
以
前
郷
品
の
制
の
存
在
は

こ
れ
を
想
定
し
が
た
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

な
お
、
郷
品
、
状
に
関
し
、
州
大
中
正
の
制
出
現
前
か
ら
郷
品
の
制
は
存
在
し
て
い
た
が
、
そ
こ
で
は
状
の
も
つ
意
義
が
大
き
く
そ
れ
だ
け

に
郷
品
を
影
の
薄
い
も
の
と
し
て
い
た
。
の
ち
州
大
中
正
の
制
出
現
と
と
も
に
状
の
内
容
が
改
変
さ
れ
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
郷
ロ
聞
が
大
き
く



表
面
に
浮
び
上
っ
た
、
と
い
う
想
像
も
一
応
不
可
能
で
は
な
い
。
し
か
し
、
州
大
中
正
の
制
の
出
現
に
よ
っ
て
状
の
内
容
に
変
化
が
生
じ
た
と

は
想
定
し
が
た
い
。
説
志
立
一
一
常
林
伝
の
注
に
、
州
大
中
正
の
制
出
現
以
前
の
も
の
と
し
て
、

（
鴻
捌
郡
中
正
王
）
嘉
銭
（
士
口
）
茂
、
雄
在
上
第
、
市
状
甚
下
。
云
、
徳
優
能
少
。
温
憧
目
、
痛
乎
。
我
効
汝
父
子
、
冠
憤
劫
人
邪
。

ム」占のザ
h
v
o

こ
ζ

に
状
の
内
容
を
一
不
す
も
の
と
し
て
「
徳
優
能
少
」
と
い
う
表
現
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
州
大
中
正
の
制
出
現
以
後
の

も
の
と
し
て
、
後
引
の
よ
う
に
晋
書
孫
楚
伝
に
「
天
才
英
博
、
亮
抜
不
葦
」
と
あ
る
の
と
対
比
し
た
際
、
両
者
に
内
容
上
大
き
い
変
化
が
あ
っ

た
こ
と
は
考
え
が
た
い
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
さ
き
の
想
像
は
現
実
性
を
も
た
な
い
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
親
書
望
小
屋
亮
伝
に
、
郷
品
と
状
と
が
存
在
し
た
時
代
の
こ
と
と
し
て
、

（
前
略
）
（
吏
部
尚
書
屋
）
亮
答
書
日
、
・
：
・
：
吾
兼
正
六
為
吏
部
郎
、
三
為
尚
書
。
鐙
衡
所
宜
、
頗
知
之
失
。
但
古
今
不
向
。
時
宜
須
具
。
何

者
、
昔
有
中
正
、
品
其
才
第
、
上
之
尚
書
。
尚
書
拠
状
量
人
、
授
職
。
此
乃
与
天
下
室
賢
、
共
爵
人
也
。
吾
謂
、
当
爾
之
時
、
無
遺
才
、
無

濫
挙
突
。
市
汝
猶
云
十
収
六
七
。
況
今
日
之
選
、
専
帰
尚
書
。
以
一
人
之
豊
田
川
、
察
天
下
。
劉
毅
所
云
、

一
吏
部
両
郎
中
、
市
欲
究
寛
人

物
。
何
異
以
管
闘
天
、
而
求
其
博
哉
。
云
云
。

と
あ
る
。
窪
古
田
の
い
う
「
昔
」
は
尚
書
が
専
ら
中
正
の
状
に
よ
っ
て
官
を
授
け
る
と
い
う
形
態
が
存
し
て
い
た
と
き
を
指
す
。

（
こ
の
書
に
お

い
て
は
「
背
」
中
正
が
才
第
を
品
等
分
け
し
た
も
の
が
状
で
あ
る
、
と
さ
れ
よ
う
J

い
ま
ま
で
見
て
き
た
と
こ
ろ
と
あ
わ
せ
考
え
る
と
、
そ
れ
が
州
大
中

正
の
制
出
現
以
前
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
は
自
ら
明
か
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ
こ
に
劉
毅
な
る
人
物
が
見
え
て
い
る
。

こ
の
劉
毅
が

（
尚
書

省
の
）

一
吏
部
、
両
郎
中
で
天
下
の
人
物
を
究
め
よ
う
と
し
て
い
る
、
と
い
っ
た
時
代
が
、
選
挙
の
権
が
専
ら
尚
書
に
帰
し
て
い
る
「
今
日
」

と
同
じ
選
挙
体
制
の
時
代
で
あ
っ
て
、
雀
亮
の
い
う
「
昔
」
に
含
ま
れ
て
い
な
い
の
は
疑
う
べ
く
も
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
前
引
の
晋
書
劉
毅
伝

で
は
、
劉
毅
が
州
大
中
正
の
存
在
し
た
時
代
の
こ
と
と
し
て
、
吏
部
尚
書
が
郷
品
と
状
と
で
人
告
と
る
と
し
て
い
る
。

そ
う
す
る
と
さ
き
の
劉

毅
と
こ
の
劉
毅
と
が
同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
は
殆
ん
ど
間
違
い
な
い
、

（
少
な
く
と
も
い
ま
見
た
限
り
に
お
い
て
同
一
人
物
で
あ
っ
て
も
不
思
議
で
は

州
大
中
正
の
制
に
関
す
る
諸
問
題
ハ
越
智
）

五



州
大
中
正
の
制
に
関
す
る
諸
問
題
（
越
智
）

」 a

ノ、

な
い
）
と
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

な
お
、
太
平
御
覧
均
五
百
職
官
部
六
十
三
中
正
の
項
に
、

（
翠
）
？

偉
子
日
、
親
司
空
陳
群
始
立
九
品
之
制
。
郡
置
中
正
、
平
次
人
才
之
高
下
、
各
為
輩
目
。
州
置
都
而
摺
其
議
。

と
あ
る
。
「
目
」
は
状
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
晋
書
建
孫
粧
品
伝
に
、

初
楚
与
同
郡
王
済
、
友
善
。
済
為
本
州
大
中
正
。
訪
問
錘
邑
人
品
状
、
至
楚
。
済
目
、
此
人
非
卿
所
能
目
。
吾
白
為
之
。
乃
状
楚
日
、
天
才

英
博
、
亮
抜
不
室
。

こ
れ
は
州
大
中
正
の
制
存
在
時
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
広
く
六
朝
の
選
挙
制
度
に
お
い
て
状
と
目
と
が
同
一
で
あ
る

こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
し
て
よ
か
ろ
う
。
輩
は
対
象
と
な
る
人
物
と
匹
敵
す
る
人
物
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
記
事
を
い
ま
ま
で
の
考
察
と
関

連
ゃ
つ
け
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
こ
の
記
事
を
一
見
し
て
ま
ず
眼
に
つ
く
の
は
、
そ
こ
に
史
実
と
違
う
特
殊
な
記
載
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
陳
霊
が
九
品
の
制
を
始
め
た
の
は
事
実
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
の
時
期
は
彼
が
可
空
に
な
る
よ
り
も
ま
え
で
あ
る
。
ま
た
、
州
都
は
州

と
あ
る
。

大
中
正
と
同
一
の
も
の
で
あ
る
が
、

こ
の
記
事
で
は
あ
た
か
も
陳
霊
が
司
空
の
と
き
そ
れ
が
置
か
れ
た
か
の
如
、
き
書
き
ぶ
り
を
し
て
い
る
。
し

（
州
大
中
正
の
制
が
出
現
し
た
と
き
、
陳
霊
は

こ
の
記
事
は
六
朝
の
文
章
の
一
つ
の
様
式
を
踏
ん
だ
も
の
で
、
官
職
、
制

〈

5
）

度
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
れ
よ
り
も
の
ち
の
い
ろ
い
ろ
な
状
態
を
、
問
題
と
す
る
時
点
に
投
影
し
て
い
る
も
の
と
す
べ
、
き
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、

か
し
州
に
州
都
が
置
か
れ
た
の
は
九
品
の
制
が
始
ま
っ
て
か
ら
約
三
十
年
た
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。

す
で
に
死
亡
し
て
い
る
。
）

こ
う
し
た
史
実
と
違
う
記
載
ぷ
り
か
ら
、

こ
の
記
事
は
陳
霊
が
九
品
の
制
を
始
め
て
建
て
た
と
い
う
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
が
、

そ
の
際
陳
霊
の
九
口
問
の
制
創
始
時
以
降
の
官
職
や

州
大
中
正
の
実
態
を
投
影
し
て
い
る
と
す
べ
き
な
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
州
大
中
正
の
制
が
生
じ
て
以
後
、
中
正
が
官
僚
た
る
「
資
格
」
を
与

え
る
に
あ
た
り
輩
、
百
円
H
状
だ
け
を
与
え
る
こ
と
は
な
い
。
従
っ
て
、
右
の
偉
子
の
記
述
は
、

う
点
に
関
し
て
は
、
史
実
通
り
の
正
確
な
も
の
と
さ
れ
よ
う
。

（
郡
）
中
正
が
輩
、
日
（
だ
け
）
巻
与
え
る
と
い



つ
ぎ
に
州
大
中
正
の
制
出
現
時
（
以
後
）
州
大
中
正
の
制
の
一
環
と
し
て
郷
口
問
の
制
が
存
し
た
こ
と
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
周
知
の
よ
う
に
、

州
大
中
正
は
郷
党
の
「
輿
論
」
を
採
っ
て
郷
品
を
与
え
る
（
べ
き
で
あ
っ
た
）
。
宮
崎
市
定
氏
の
明
か
に
さ
れ
た
よ
う
に
、
郷
品
と
起
家
の
官

品
と
は
対
応
す
る
。
郷
口
問
一
品
、
二
品
を
え
た
も
の
は
そ
れ
ぞ
れ
第
五
品
官
、
第
六
口
問
官
に
起
家
し
、
郷
品
三
口
問
、
四
品
、
五
品
を
え
た
も
の

は
そ
れ
ぞ
れ
第
七
品
官
、
第
八
日
間
官
、
第
九
品
官
に
起
家
し
、
郷
品
六
日
間
、
七
品
、
八
品
、
九
品
ぞ
え
た
も
の
は
流
外
官
に
起
家
す
る
。
こ
う

し
た
郷
品
は
そ
れ
ぞ
れ
の
官
僚
と
し
て
の
コ
｝
ス
を
そ
の
生
涯
に
わ
た
っ
て
規
制
す
る
。
吏
部
尚
書
の
人
事
は
郷
品
の
範
囲
内
で
状
、
輩
な
ど

を
も
あ
わ
せ
考
え
て
行
わ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

こ
こ
で
郷
品
の
制
出
現
の
歴
史
的
背
景
を
瞥
見
し
て
お
こ
う
。
州
大
中
正
の
制
は
、
司
馬
誌
と
曹
爽
と
の
対
立
、
可
馬
蕗
に
よ
る
曹
爽
討
滅

の
過
程
に
司
馬
艶
に
よ
っ
て
そ
の
出
現
が
推
進
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
説
の
嘉
平
元
年
、
司
馬
識
が
ク
ー
デ
タ
ー
を
起
し
て
曹
爽
を
倒
す
直
前

を
問
題
と
す
る
と
、
司
馬
諮
の
も
つ
公
的
な
軍
事
力
は
、
制
度
上
大
将
軍
た
る
曹
爽
の
支
配
下
に
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
司
馬
郵
は
典

農
部
屯
田
（
い
わ
ゆ
る
民
屯
田
）
を
自
ら
の
権
勢
の
基
盤
と
な
し
え
て
い
な
い
。

そ
う
す
る
と
司
馬
艶
が
そ
の
権
勢
を
最
強
の
も
の
と
す
る
方
法

は
、
何
ら
か
の
形
で
武
力
に
訴
え
て
曹
爽
勢
力
を
討
滅
す
る
か
、
そ
れ
と
も
何
ら
か
の
形
で
全
国
の
土
人
層
を
糾
合
し
そ
の
「
力
」
を
其
礎
に

し
て
曹
爽
勢
力
に
対
決
す
る
か
し
か
な
か
っ
た
と
さ
れ
よ
う
。

そ
の
際
ま
ず
現
わ
れ
た
の
が
司
馬
誌
に
よ
る
州
大
中
正
の
制
出
現
の
推
進
で
あ

る
。
州
大
中
正
の
制
の
骨
格
は
す
で
に
彼
と
曹
爽
と
の
対
立
時
彼
に
よ
っ
て
造
ら
れ
て
い
た
と
考
え
て
誤
り
な
か
ろ
う
が
、

あ
る
だ
け
に
州
大
中
正
の
制
な
り
そ
れ
を
中
核
と
す
る
新
選
挙
制
度

そ
う
し
た
も
の
で

（
と
し
て
の
新
ら
し
い
九
品
の
制
）

な
り
は
、
か
つ
て
の
九
品
の
制
と
は
非

常
に
異
っ
た
も
の
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
旧
来
の
九
品
の
制
は
官
僚
の
地
位
を
そ
れ
ぞ
れ
の
郷
里
（
郡
国
）

に
お
け
る
声
望
、
豪
族
的
勢
力

と
い
っ
た
も
の
に
相
応
ぜ
し
め
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
州
大
中
正
の
制
な
り
そ
れ
ら
｝
中
核
と
す
る
新
選
挙
制
度
（
と
し
て
の
新
ら
し
い
九
品
の
制
）

な
り
は
、
そ
れ
を
肯
定
す
る
と
同
時
に
、
新
ら
し
く
郷
品
の
制
を
通
じ
て
全
国
の
最
上
級
の
土
人
層
と
そ
れ
よ
り
下
の
も
の
と
に
載
然
と
し
た

区
別
巻
つ
け
、
当
時
に
お
け
る
最
上
級
の
土
人
層
に
官
僚
と
し
て
の
特
権
的
地
位
を
世
襲
的
に
保
証
し
よ
う
と
す
る
傾
向
を
強
く
し
て
い
る
の

州
大
中
正
の
制
に
関
す
る
諮
問
題
（
越
智
〉

七



川
大
中
正
の
制
に
関
す
る
諸
問
題
（
越
智
）

八

で
あ
る
。
や
や
具
体
的
に
い
え
ば
、
最
上
級
の
土
人
層
に
郷
品
一
、
二
品
を
与
え
、
そ
れ
に
続
く
士
人
層
に
郷
品
三
、
四
、
五
一
品
を
与
え
、
さ

ら
に
そ
の
下
に
あ
る
士
人
層
に
郷
品
六
、
七
、
八
、
九
品
を
与
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
郷
口
聞
に
応
じ
た
起
家
を
さ
せ
る
と
同
時
に
、

一
州
内
の
郷
品

二
品
以
上
の
層
の
意
向
に
そ
っ
て
州
大
中
正
を
選
出
し
、
ま
た
州
大
中
正
と
新
た
に
そ
の
も
と
に
入
っ
た
郡
中
正
と
を
、
と
も
に
郷
品
二
日
間
以

上
の
も
の
が
就
く
べ
く
定
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
大
勢
下
に
あ
っ
て
州
大
中
正
が
最
上
級
士
人
層
の
官
僚
と
し
て
の
利
害
の
代
表
者

的
性
格
を
強
め
、
そ
の
官
僚
と
し
て
の
特
権
的
地
位
を
世
襲
的
に
保
証
す
べ
く
機
能
し
た
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
晋
書
諸
劉
碩
伝
に
劉
煩
の
上
疏
を
の
せ
て
い
る
。
そ
の
な
か
に
、

自
嘉
平
之
初
、
晋
杵
始
基
、
逮
子
戚
照
之
末
、
其
間
累
年
雄
銃
鏑
屡
断
、
事
除
凶
醜
、
然
其
存
者
、
戚
蒙
遭
時
之
思
、
不
軌
於
法
。
泰
始
之

初
、
陛
下
践
昨
。
其
所
服
乗
、
皆
先
代
功
臣
之
胤
、
非
其
子
孫
、
則
其
曾
玄
。
古
人
有
ヨ
一
口
、
膏
梁
之
性
難
正
。
故
日
、
時
遇
叔
世
。
当
此
之

秋
、
天
地
之
位
始
定
、
四
海
洗
心
。
整
綱
之
会
也
。
然
陛
下
猶
以
、
用
才
因
宜
。
法
寛
有
由
、
積
之
在
素
。
異
於
漢
説
之
先
、
三
祖
師
側
起
、

易
朝
之
為
。
未
可
一
旦
直
縄
御
下
。
誠
時
宜
也
。
云
云
・

と
あ
る
。
右
の
記
事
か
ら
、
調
の
嘉
平
の
初
め
以
後
（
貌
の
最
後
の
一
年
号
た
る
）
戚
照
の
末
ま
で
の
問
、
司
馬
氏
の
た
め
に
力
を
尽
し
司
馬
氏
受

禅
の
地
が
た
め
を
し
た
も
の
が
、
当
時
の
「
膏
梁
」
た
る
人
々
で
あ
っ
た
の
を
窺
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
川
大
中
正
の
制
下
、
膏
、
梁
と
い
う
語

は
往
々
寒
素
と
対
比
し
て
用
い
ら
れ
る
。
通
典
時
十
選
挙
二
歴
代
制
中
の
項
に
、

（
天
監
）
七
年
、
州
置
州
重
、
郡
置
郡
崇
、
郷
置
郷
豪
。
各
一
人
。
専
典
捜
薦
。
無
復
膏
梁
寒
素
之
隔
。

と
あ
る
の
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。

こ
の
際
の
膏
梁
は
、
通
常
郷
品
三
品
以
下
の
層
を
指
す
寒
素
と
対
比
し
た
も
の
と
し
て
、
ほ
ぼ
郷
口
同
一
品
、

二
品
の
層
を
指
し
て
い
る
と
す
べ
き
で
あ
る
。
劉
領
の
上
疏
の
膏
、
梁
も
ほ
ぼ
郷
品
一
品
、
二
品
の
層
吾
指
し
て
い
る
と
し
て
よ
か
ろ
う
。

そ〉つ

す
る
と
、
嘉
平
の
初
め
に
晋
の
司
馬
氏
の
覇
業
の
第
一
歩
が
確
立
し
た
と
い
う
際
、
嘉
一
平
元
年
正
月
司
馬
諮
が
曹
爽
勢
力
を
た
お
し
た
こ
と
と

な
ら
ん
で
、
司
馬
郡
が
曹
爽
を
た
お
し
た
直
後
ご
ろ
州
大
中
正
の
制
を
設
け
て
司
馬
氏
と
郷
口
同
一
品
、
二
口
聞
の
層
と
の
結
び
つ
き
を
輩
固
に
し



た
と
い
う
こ
と
が
大
き
い
地
位
を
占
め
て
い
る
と
し
て
大
過
な
か
ろ
う
。

こ
う
し
た
考
察
に
関
連
し
て
無
視
で
き
ぬ
重
要
性
を
も
つ
の
は
、
前
引
の
よ
う
に
太
平
御
覧
職
官
部
六
十
三
一
中
正
の
項
に
、

（
マ
マ
〉

晋
宣
帝
除
九
品
州
置
大
中
正
議
日
、
案
九
口
問
之
状
、
諸
中
正
既
未
能
料
究
人
才
。
以
為
、
可
除
九
州
、
制
置
大
中
正
。

と
あ
る
記
事
で
あ
る
。
州
大
中
正
の
制
が
出
現
し
て
以
後
、

し
か
理
解
さ
れ
て
い
な
い
。
前
引
の
太
平
御
覧
職
官
部
六
十
三
中
正
の
項
の
倖
子
の
記
述
は
そ
う
し
た
観
点
に
た
っ
て
い
る
。

一
般
に
そ
の
出
現
は
旧
来
の
九
品

（
の
制
）

に
一
つ
の
改
変
を
与
え
た
ぐ
ら
い
に

つ
ま
り
、
州
に

大
中
正
を
置
く
こ
と
は
旧
来
の
九
品
（
の
制
）

の
展
開
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
形
式
的
に
い
え
ば
そ
れ
は
確
か
に
そ
の
通
り
で

あ
る
。
州
に
大
中
正
が
置
か
れ
た
に
し
て
も
、
中
央
に
あ
っ
て
そ
の
選
挙
を
総
括
す
る
の
が
尚
書
省
と
司
徒
府
と
で
あ
っ
た
の
に
変
り
は
な
い
。

郡
に
中
正
が
置
か
れ
る
乙
と
に
も
変
り
は
な
い
。
最
も
変
っ
た
こ
と
と
い
え
ば
新
た
に
郷
品
の
制
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
と

て
も
形
式
的
に
は
旧
来
の
状
、
輩
の
制
に
附
加
さ
れ
た
も
の
と
し
て
差
支
え
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
司
馬
識
が
州
に
大
中
正

を
設
け
る
制
度
を
あ
え
て
九
品
を
除
く
、
つ
ま
り
旧
来
の
九
品
（
の
制
）
を
と
り
の
ぞ
く
、
と
い
う
風
に
表
現
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ

れ
は
、
司
馬
諮
の
理
解
に
お
い
て
、
州
大
中
正
の
制
が
内
容
的
に
旧
来
の
九
品
（
の
制
）

を
全
く
変
え
て
し
ま
う
ほ
ど
の
も
の
で
あ
っ
た
の
を

州
大
中
正
の
制
は
司
馬
艶
の
意
図
通
り
に
設
け
ら
れ
運
営
さ
れ
た
と
考
え
て
殆
ん
ど
間
違
い
な
か
ろ
う
が
、
そ

の
内
容
を
重
視
し
た
際
司
馬
艶
の
右
の
表
現
は
十
分
に
納
得
で
き
る
の
で
あ
る
Q

）
（
現
在
我
が
国
で
は
、
右
の
古
い
九
日
間
の
制
と
新
ら
し
い
九
品
の

制
と
を
あ
わ
せ
て
、
普
通
九
口
問
官
人
法
と
か
九
品
中
正
と
か
い
っ
て
い
る
。
〉

（
以
下
、
木
稿
で
は
郷
口
問
一
、
二
品
を
え
て
第
五
、
第
六
日
間
宮
に
起
家
す
べ
き
も
の
を
甲
族
層
と
い
い
、
郷
口
問
三
、
四
、
五
口
聞
を
え
て
第
六
、
七
、
八
、
九

口
問
官
に
起
家
す
べ
き
も
の
を
次
門
層
と
い
い
、
郷
品
六
、
七
、
八
、
九
日
間
を
え
て
流
外
宮
に
起
家
す
べ
き
も
の
を
後
円
層
と
い
い
、
無
郷
口
問
の
良
民
た
る
庶
を

三
五
円
層
と
い
う
。
）

示
唆
し
て
い
る
と
さ
れ
よ
う
。

五
門
層
（
の
一
部
）
の
官
界
進
出
と
州
大
中
正
の
制

州
大
中
正
の
制
に
関
す
る
諸
問
題
（
越
智
〉

九



州
大
中
正
の
制
に
関
す
る
諸
問
題
（
越
智
）

四。

州
大
中
正
の
制
は
家
格
の
固
定
化
を
も
た
ら
し
た
が
、
南
朝
に
入
る
と
家
格
の
固
定
化
の
な
か
で
最
下
層
の
良
民
た
る
三
五
円
層
（
の
う
ち
の

一
部
富
裕
な
も
の
）
が
彼
ら
よ
り
も
上
級
の
階
層
の
就
く
べ
き
品
官
に
就
官
す
る
こ
と
が
盛
ん
と
な
っ
た
。

こ
れ
は
結
果
的
に
州
大
中
正
の
旧
来

の
権
限
の
縮
少
を
ま
ね
く
こ
と
に
な
る
。
本
節
は
一
応
時
代
を
梁
初
、
天
監
七
年
の
官
制
改
革
の
直
前
ま
で
に
限
り
、
コ
一
五
門
層
の
品
官
進
出
’

が
ど
の
よ
う
な
形
で
州
大
中
正
の
権
限
の
縮
少
を
ま
ね
い
た
か
を
検
討
す
る
。

制
度
上
三
五
門
層
が
官
界
に
進
出
す
る
際
、
大
き
く
分
け
て
コ
一
つ
の
方
法
が
あ
っ
た
。

そ
の
一
は
敷
吏
と
な
る
方
法
で
あ
り
、
そ
の
二
は
命

議
に
よ
っ
て
品
官
と
な
る
方
法
で
あ
り
、
そ
の
三
は
軍
勲
を
た
て
て
吏
部
尚
書
か
ら
品
官
房
｝
授
け
ら
れ
る
方
法
で
あ
っ
た
。
ま
、
ず
敢
吏
に
な
る
－

方
法
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
各
官
界
の
長
官
が

（
中
正
、
吏
部
に
は
関
係
な
く
）
自
ら
の
意
思
だ
け
で
三
五
門
層
を
任
用
す
る
も
の
で
あ
る
。
お
そ

く
と
も
南
朝
に
入
る
と
一
部
特
定
の
敢
吏
は
下
級
品
官
（
に
準
じ
た
も
の
）
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
検
討
は
別
稿
に
譲
る
こ
と
と
す
る
。

つ
ぎ
に
命
議
に
よ
る
場
合
で
あ
る
が
、
晋
書
故
会
稽
文
孝
王
道
子
伝
に
、
東
晋
時
代
の
こ
と
と
し
て
、

子
時
朝
政
既
索
。
左
衛
領
衛
将
軍
会
稽
許
栄
上
疏
日
、
ム
7

台
府
局
吏
直
衛
武
官
及
僕
隷
稗
児
、
取
母
之
姓
者
、
本
戚
獲
之
徒
。
無
郷
邑
品

第
。
皆
得
命
議
、
用
為
郡
守
県
令
、
並
帯
職
在
内
。
云
云
。

と
あ
る
。

こ
こ
に
郷
品
の
な
い
も
の
が
命
議
に
よ
っ
て
品
官
と
な
っ
た
こ
と
が
一
不
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
命
議
の
「
手
続
き
」
を
物
語
る
も

の
と
し
て
は
、
南
斉
書
博
四
寛
陵
文
宣
王
子
良
伝
に
、

子
良
密
啓
日
・
・
・
・
如
問
、
命
議
所
出
、
先
諮
於
都
。
都
既
下
意
、
然
後
付
郎
、
，
謹
写
関
行
。
愚
謂
、
郎
官
主
宜
推
訳
。
云
云
。

と
あ
る
の
が
あ
げ
ら
れ
る
。

こ
の
起
案
者
は
郎
（
官
）
の
上
級
官
と
な
る
が
、
そ
れ
に
該

（
次
官
た
る
）
尚
書
僕
射
、
左
右
丞
、
諸
尚
書
が
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
晋
書
博
一
一
劉
輿
伝
に
、

（
東
海
主
）
越
既
総
録
。
以
輿
為
上
佐
。
賓
客
満
程
、
文
案
盈
机
。
遠
近
書
記
、
日
有
数
千
。
終
日
不
倦
。
或
以
夜
継
之
。
皆
人
人
懐
暢
、
莫

こ
の
啓
は
尚
書
店
台
の
命
議
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

当
す
る
も
の
と
し
て
は
、

（
長
官
た
る
）
尚
書
令
、

不
悦
附
。
命
議
如
流
、
酬
対
款
備
。
時
人
服
其
能
、
比
之
陳
道
。



と
あ
る
。
「
命
議
如
流
」
は
太
停
を
以
て
尚
書
の
事
を
録
し
て
い
た
東
海
王
越
の
も
と
に
あ
っ
て
、
そ
の

所
管
事
項
に
つ
い
て
起
案
し
そ
れ
を
越
の
承
認
を
え
て
発
令
す
る
聞
の
処
理
が
、
主
と
し
て
劉
演
の
有
能
さ
に
よ
っ
て
流
れ
る
が
如
く
で
あ
っ

己
主
」
＼

こ
の
記
事
は
命
議
の
起
案
者
が
次
官
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
宋
書
村
勘
何
承
天
伝

（
次
官
の
一
人
た
る
〉
左
長
史
劉
演
が

た
の
を
指
し
て
い
る
と
す
べ
き
で
あ
る
。

tこ
換
明
年
資
費
。
而
旧
制
、
出
銭
二
十
万
、
布
五
百
匹
以
上
、
誼
応
奏
問
。

（
尚
書
左
丞
謝
）

（
元
嘉
）
二
十
一
年
、
逆
就
尚
書
、

元
副
命
議
、
以
銭
二
百
万
、
給
太
尉
。
事
発
覚
。

太
尉
江
夏
王
義
恭
、
歳
給
資
費
、
銭
三
千
万
、
布
五
万
匹
、
米
七
万
倒
。
義
恭
素
一
省
修
、
用
常
不
充
。

元
乃
使
令
史
取
僕
射
孟
顕
命
。

元
時
新
除
太
尉
諮
議
参
軍
。

未
拝
。
為
（
御
史
中
丞
何
）

承
天
所
紀
。
上
大
怒
、
遺
元
長
帰
田
皇
、
禁
銅
終

身
。
云
云
。

と
あ
る
。

「
資
費
」
は
尚
去
一
日
省
で
定
め
た
予
算
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
宋
の
尚
書
左
丞
は
何
ら
財
政
に
関
す
る
こ
と
を
掌
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
を

掌
っ
て
い
る
の
は
尚
書
右
丞
で
あ
る
。
蓋
し
右
は
尚
書
右
丞
謝
元
が
起
案
者
と
な
っ
て
江
夏
王
義
恭
に
銭
を
給
す
る
こ
と
と
し
、
尚
書
令
の
承

認
を
え
て

（
担
当
の
）

郎
を
し
て
事
を
行
わ
し
め
た
が
、
実
際
に
支
給
し
た
金
額
は
そ
う
し
た
命
議
と
い
う
形
で
支
出
で
き
る
額
を
こ
え
て
い

た
。
そ
の
こ
と
が
発
覚
し
た
の
で
謝
元
が
（
罪
を
他
人
に
す
り
つ
け
る
た
め
、
あ
る
い
は
そ
の
行
為
を
な
ん
ら
か
の
形
で
正
当
化
す
る
た
め
、
）
尚
書
僕
射

の
命
に
よ
っ
て
そ
れ
を
行
っ
た
と
偽
ろ
う
と
し
た
の
を
示
し
て
い
る
、
と
考
え
て
ほ
ぼ
大
し
た
誤
り
は
な
か
ろ
う
。
何
れ
に
し
て
も
こ
の
際
命

議
の
起
案
者
が
尚
書
右
丞
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
寛
陵
王
子
良
の
啓
に
見
え
る
「
都
」
は
自
ら

巻
五

f

（
長
官
た
る
）
尚
書
令
と
な
ろ
う
。
な
お
、
宋
書
十
一
一
一
関
明
之
伝
に
、
何
尚
之
カ
庚
照
之
の
あ
や
ま
ち
に
つ
い
て
上
言
し
た
も
の
ぞ
の
せ
て
い

る
。
そ
の
な
か
に
、

大
都
為
人
、
好
率
懐
行
事
。
有
諸
伝
紅
、
不
悉
可
暁
。

と
あ
る
。

こ
の
「
大
都
」
が
尚
書
省
の
「
長
官
」
た
る
録
尚
書
事
江
夏
王
義
恭
を
指
し
て
い
る
の
は
殆
ん
ど
疑
う
べ
く
も
な
い
。
か
く
て
、

州
大
中
正
の
制
に
関
す
る
諮
問
題
（
越
智
）
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（
狭
義
の
）
命
議
は
尚
書
省
で
い
え
ば
僕
射
、
左
右
丞
、
諸
尚
書
が
そ
れ
ぞ
れ
の
所
管
事
項
に
つ
い
て
起
案
者
と
な
り
、

（
長
官
た
る
）

尚
書
令

の
承
認
を
え
て
郎
を
し
て
行
わ
し
め
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
宋
書
巻
三
武
帝
紀
下
永
初
元
年
間
月
の
条
に
、

辛
丑
、
詔
回
、
主
者
処
案
、
雄
多
所
諮
詳
、
若
衆
官
命
議
、
宜
令
明
審
。
自
頃
、
或
総
称
参
詳
、
於
文
漫
略
。
自
今
有
唐
意
者
、
皆
当
指
名

其
入
所
見
不
向
、
依
旧
継
啓
。

と
あ
る
。

乙
こ
に
見
え
る
「
衆
官
命
議
」
は
一
応
「
参
詳
」
を
と
も
な
う
と
さ
れ
よ
う
が
、
宋
童
日
時
十
礼
志
二
を
見
る
と
、

元
嘉
二
十
三
年
七
月
、
白
衣
領
御
史
中
丞
何
承
天
奏
、
尚
書
刺
、
海
塩
公
主
所
生
母
蒋
美
人
喪
。
海
塩
公
主
先
離
婚
。
今
応
成
服
。
撰
儀

注
、
参
詳
、
宜
下
二
学
礼
官
博
士
、
議
公
主
所
服
軽
重
。
云
云
。

と
あ
る
。

こ
れ
を
あ
わ
せ
考
え
る
と
、
さ
き
の
衆
官
命
議
は
、
命
議
発
殻
ま
で
の
過
程
に
お
い
て
（
狭
義
の
命
議
に
お
い
て
は
関
与
し
な
い
筈
の
）
有

識
者
や
そ
れ
に
関
連
吾
も
つ
も
の
な
ど
の
意
見
吾
徴
し
た
命
議
を
指
す
と
し
て
よ
か
ろ
う
。

（
「
二
学
礼
官
博
土
」
は
尚
書
者
の
所
管
で
な
い
。
従
っ
て

右
の
F

参
詳
の
例
で
は
、

問
題
の
生
じ
た
官
街
以
外
の
官
街
に
属
す
る
も
の
の
意
見
を
徴
し
た
こ
と
に
な
る
が
、

恐
ら
く
問
題
の
生
じ
央
官
街
に
属
す
る
も
の
の
意

見
を
徴
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
）

な
お
、
い
ま
ま
で
と
り
あ
げ
た
命
議
の
命
は
本
来
「
お
き
て
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
命
議
は
「
お
き
て
を
議
す
る
こ
と
」
と
い
う
意
味
で

あ
る
が
、
こ
う
し
た
命
議
と
基
底
を
同
じ
く
す
る
も
の
と
し
て
命
議
親
奏
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
南
斉
室
長
一
～
謝
超
宗
伝
に
尚
書
左
丞
王
遺
之

の
奏
を
の
せ
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
に
、

又
弾
事
旧
体
、
品
第
不
筒
、
而
堕
戻
殊
常
者
、
皆
命
議
親
奏
、
以
彰
、
深
雪
言
。

と
あ
る
。

こ
の
「
品
第
不
筒
」
は
、
そ
の
罪
悪
が
そ
の
も
の
の
品
第
（
郷
口
問
の
程
度
〉
を
簡
奏
に
入
れ
る
ほ
ど
で
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
ο

つ
ま

り
、
そ
の
際
の
奏
弾
は
白
簡
を
奉
ず
る
形
を
と
る
わ
け
で
あ
る
。
な
お
、

こ
の
命
議
親
奏
に
お
い
て
も
「
命
議
」
者
が
一
人
で
あ
る
こ
と
と
複



数
で
あ
る
こ
と
と
あ
る
叱

い
ま
南
史
守
一
ハ
陳
－
陀
一
伝
を
見
る
と
、

喧
以
落
瞬
不
為
中
正
所
品
、
久
不
得
調
。
陳
太
康
中
、
徐
陵
為
吏
郎
尚
書
。
精
筒
人
物
、
精
紳
之
士
、
皆
叩
盟
国
慕
君
。
位
以
玉
帽
管
挿
警
、
紅

綿
布
裏
頭
、
抱
払
、
眼
靴
至
膝
。
不
陳
爵
里
、
直
上
陵
坐
。
陵
不
之
識
。
命
吏
持
下
。
喧
徐
歩
而
出
。
挙
止
自
若
、
寛
無
作
容
。
作
書
語

陵
。
陵
甚
病
之
。
後
主
之
在
東
宮
、
引
為
学
士
。
及
即
位
、
遷
通
直
散
騎
常
侍
。

と
あ
る
。
陳
喧
は
陳
慶
之
の
小
子
で
あ
る
。
普
通
な
ら
恐
ら
く
彼
は
中
正
か
ら
郷
品
を
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
右
は
そ
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず
郷
口
聞
が
与
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
を
示
し
て
い
る
。

い
ま
ま
で
検
討
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
う
し
た
陳
喧
が
吏
部
尚
書
除

陵
の
も
と
に
現
わ
れ
た
の
は
、
少
な
く
と
も
陳
喧
の
理
解
に
お
い
て
吏
部
尚
書
が
命
議
に
よ
っ
て
無
郷
品
者
を
も
品
官
に
就
け
え
た
た
め
、
そ

れ
に
よ
っ
て
官
房
｝
え
よ
う
と
し
た
か
ら
で
あ
る
、
と
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

つ
ぎ
に
軍
勲
に
よ
る
場
合
で
あ
る
が
、
南
斉
書
博
昨
夏
玩
之
伝
に
、

上
、
患
民
間
欺
巧
。
及
即
位
、
殺
玩
之
与
騒
騎
将
軍
侍
堅
意
、
検
定
簿
籍
。
建
元
二
年
、
詔
朝
臣
日
・
・
・
・
玩
之
上
表
日
、
宋
元
嘉
三
十
七
年

（
七
）
？

八
条
取
人
、
孝
建
元
年
書
籍
、
衆
巧
之
所
始
也
。
白
孝
建
己
来
、
入
勲
者
衆
。
其
中
操
干
支
衛
社
榎
者
、
一
二
分
殆
無
一
鷲
。
勲
簿
所
領
而
詐

注
辞
籍
、
浮
時
世
要
、
非
官
長
所
拘
録
、
復
為
不
少
。
尋
、
蘇
峻
平
後
、
庚
亮
就
温
隔
求
勲
簿
。
而
橋
不
与
。
以
為
、
陶
侃
所
上
、
多
非
実

録
。
尋
、
物
之
懐
私
、
無
世
不
有
。
宋
末
落
紐
、
此
巧
尤
多
。
又
将
位
既
衆
。
挙
郎
為
禄
。
実
潤
甚
徴
。
而
人
領
数
万
。
如
此
二
条
、
天
下

合
役
之
身
、
己
拠
其
太
半
三
一
分
の
二
）
突
。

と
あ
る
。
蘇
峻
の
乱
は
東
晋
初
期
に
生
じ
た
、
も
の
で
あ
る
。

（
当
時
口
問
官
だ
け
し
か
免
役
権
が
な
い
こ
と
を
想
起
す
る
と
、
）
右
は
吏
部
尚
書
か
ら
軍

そ
れ
を
戸
籍
に
注
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
役
巻
掌
る
官
長
に
拘
録
さ
れ
な
い
も
の
（
以
下
、
前
者
と
い
う
）

勲
に
よ
っ
て
品
官
を
与
え
ら
れ
、

と
、
庶
で
品
官
た
る
べ
き
武
官
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
も
の

（
以
下
、
後
者
と
い
う
）

と
が
、
木
来
役
人
た
る
べ
き
も
の
の
2
一3
を
占
め
る
に
至
つ

州
大
中
正
の
制
に
関
す
る
諸
問
題
（
越
智
）
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た
の
を
示
し
て
い
る
と
さ
れ
よ
う
。
当
時
役
人
た
る
べ
き
階
層
は
三
五
門
層
で
あ
る
。
な
お
、
当
時
三
五
門
層
の
す
ぐ
上
の
階
層
と
し
て
郷
口
問

六
、
七
、
八
、
九
品
を
も
ち
流
外
官
に
起
家
す
る
後
門
層
が
あ
る
。
流
外
官
は
次
第
に
広
義
の
役
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
に
し
て
も
後

門
層
出
身
者
は
流
内
官
に
昇
進
す
べ
き
途
が
聞
か
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
か
っ
そ
の
丁
数
も
コ
一
五
門
層
の
そ
れ
よ
り
は
る
か
に
少
な
か
っ
た
と

こ
う
し
た
点
を
考
え
る
と
、
右
の
本
来
役
人
た
る
べ
き
も
の
で
し
か
も
現
実
に
役
を
免
か
れ
て
い
る
も
の
の
大
部
分
は
一
二
五
門
層

思
わ
れ
る
。

の
丁
男
（
、
次
丁
男
な
ど
）
で
あ
る
と
断
定
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

さ
て
、
前
者
の
場
合
で
あ
る
が
、
か
つ
て
別
稿
で
述
べ
た
よ
う
ら
〉
吏
部
尚
書
は
、
あ
る
い
は
武
将
が
勲
簿
に
記
し
た
そ
の
部
下
の
軍
勲
の

程
度
を
確
認
し
、
あ
る
い
は
自
ら
武
人
の
軍
勲
の
程
度
を
決
定
す
る
。
吏
部
尚
書
は
そ
う
し
た
程
度
に
従
っ
て
品
官
房
｝
授
け
る
な
ど
の
行
賞
ぞ

す
る
が
、
吏
部
尚
書
が
こ
う
し
た
方
法
で
品
官
を
与
え
た
際
、
そ
れ
は
一
旦
資
状
に
記
載
さ
れ
、
そ
の
記
載
が
規
定
の
年
に
戸
籍
に
注
さ
れ
る
。

（
戸
籍
へ
の
注
記
の
事
務
は
「
最
終
」
的
に
は
尚
書
左
丞
が
統
轄
す
る
。
）

こ
う
し
た
吏
部
の
行
賞
の
「
手
続
き
」
は
、

一
応
吏
部
尚
書
を
起
案
者
と

す
る
命
議
と
は
別
の
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
前
者
に
あ
っ
て
は
、
吏
部
尚
書
か
ら
軍
勲
に
よ
っ
て
品
官
を
与
え
ら
れ
、
そ

れ
を
戸
籍
に
注
さ
れ
た
も
の
が
免
役
者
と
な
る
、
と
い
う
制
度
の
存
在
を
想
定
す
べ
き
で
あ
る
。
か
く
て
、
前
者
の
出
現
が
右
の
制
度
の
存
在

を
一
前
提
と
す
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。

つ
ぎ
に
後
者
の
場
合
で
あ
る
が
、
文
章
の
上
か
ら
で
は
虞
玩
之
伝
に
「
又
将
位
既
衆
。
」
と
あ
る
も
の
は
、
一
二
五
門
層
出
身
（
を
主
と
す
る
）

現
任
の
武
官
が
多
い
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
い
る
に
止
ま
り
、
ど
う
し
て
そ
う
し
た
武
官
が
生
じ
た
か
を
物
語
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
吏
部

尚
書
が
軍
勲
に
よ
っ
て
品
官
た
る
武
官
房
｝
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
以
L
K
可
「
叉
将
位
既
衆
o
」
と
あ
る
も
の
の
出
現
に
、
吏
部
尚
書
、
が
軍
勲
に
よ

っ
て
品
官
た
る
武
官
を
与
え
た
こ
と
が
含
ま
れ
て
い
る
の
は
疑
う
べ
く
も
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
虞
玩
之
伝
に
は
そ
う
し
た
現
任
の
武
官
が
郎
だ

け
を
と
っ
て
禄
と
し
て
い
る
と
あ
る
が
、
本
来
俸
禄
の
あ
る
口
問
官
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
就
官
者
数
が
あ
ま
り
に
も
多
く
な
れ
ば
、
実
際
問
題
と

し
て
そ
れ
ら
す
べ
て
に
規
定
通
り
の
俸
禄
を
与
え
る
こ
と
は
不
可
能
と
な
る
。

そ
こ
に
郎
だ
け
を
と
っ
て
俸
禄
と
す
る
こ
と
が
生
じ
た
の
は
不



可
避
的
で
あ
る
と
さ
れ
よ
勾
ω
な
お
、
南
斉
書
巻
二
高
帝
紀
下
建
武
元
年
十
丹
の
条
に
、

辛
巳
、
詔
目
、
宋
元
徽
二
年
以
来
、
諸
従
軍
得
官
者
、
未
悉
蒙
禄
。
可
催
速
下
訪
、
随
正
即
給
。
云
云
。

と
あ
る
が
、
ご
れ
は
軍
勲
に
よ
っ
て
守
口
を
与
え
ら
れ
た
も
の
の
、
い
ま
だ
そ
れ
に
と
も
な
う
俸
禄
を
与
え
ら
れ
て
い
な
い
も
の
に
対
し
、
す
べ

て
俸
禄
を
与
え
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
が
斉
建
国
に
と
も
な
う
特
例
的
な
も
の
で
あ
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

さ
て
、
宋
書
時
一
品
索
虜
伝
に
、
元
嘉
二
十
七
年
の
七
条
徴
発
に
関
し
、

（
前
略
）
叉
以
兵
力
不
足
、
尚
査
一
日
僕
射
何
尚
之
参
議
、
発
南
菟
州
三
五
民
丁
。
父
祖
伯
叔
兄
弟
仕
州
居
職
従
事
、
及
仕
北
徐
売
為
皇
弟
皇
子

従
事
庶
姓
主
簿
皇
弟
皇
子
府
参
軍
督
護
国
三
令
以
上
相
府
舎
ハ
人
）
者
、
不
在
発
例
。
云
一
五
。

と
あ
る

3
Pこ
に
は
舎
人
（
第
七
日
間
宮
）
の
よ
う
に
後
門
層
の
就
く
べ
き
官
と
、
従
事
史
の
よ
う
に
甲
族
層
、
次
門
層
の
就
く
べ
き
官
と
が
あ

情
そ
う
す
る
と
元
嘉
二
十
七
年
の
こ
の
七
条
徴
発
以
前
に
あ
っ
て
も
、
無
郷
品
の
コ
一
五
民
丁
す
な
わ
ち
コ
一
五
門
層
の
も
の
が
特
殊
な
方
法
で
公

然
と
品
官
層
に
就
い
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
特
殊
な
方
法
と
し
て
吏
部
尚
書
の
起
案
に
か
か
る
、
命
議
に
よ
る
品
官
任
命
、
吏
部
尚
書
に

よ
る
軍
勲
に
基
く
品
官
授
与
（
、
整
史
形
式
に
よ
る
品
官
任
命
）
が
想
定
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
o

と
こ
ろ
で
、
宋
書
詰
沈
位
之
伝
に
、

沈
般
之
、
字
仲
達
。
呉
興
武
康
人
。
司
空
慶
之
従
父
兄
子
也
。
父
叔
仁
為
衡
陽
王
義
季
征
西
長
史
兼
行
参
草
。
領
隊
。
又
随
義
季
、
鎮
彰

域
。
度
征
北
府
。
般
之
少
孤
貧
。
元
嘉
二
十
七
年
、
索
虜
南
冠
。
朝
廷
発
＝
一
呉
民
丁
。
位
之
亦
被
発
。
既
至
京
都
、
詰
領
軍
将
軍
劉
遵
考
。

求
補
白
丁
隊
主
。
遵
考
謂
之
日
、
君
形
隔
。
不
堪
隊
主
。
因
随
慶
之
、
征
討
。

と
あ
る
。
こ
れ
は
揚
州
の
呉
興
郡
に
本
貫
を
も
っ
沈
位
之
が
元
嘉
二
十
七
年
の
七
条
徴
発
時
、
コ
一
呉
民
丁
す
な
わ
ち
三
呉
の
三
五
門
層
の
丁
と

し
て
規
定
通
り
の
徴
発
を
受
け
た
の
を
物
語
る
と
す
べ
、
き
で
あ
る
。

（
七
条
徴
発
時
、
三
一
五
円
屑
の
徴
発
免
除
が
認
め
ら
れ
た
地
域
は
南
究
州
だ
け
で
あ

る
。
）
そ
う
す
る
と
沈
般
之
の
家
系
は
三
五
門
層
に
属
し
、
沈
佼
之
の
父
沈
叔
仁
が
長
史
、
参
軍
の
官
に
就
い
た
の
は
右
の
二
方
式
（
乃
至
三
方

式
）
の
う
ち
の
ど
れ
か
に
よ
っ
た
と
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
ま
た
、
宋
書
博
古
張
進
之
伝
に
、

州
大
中
正
の
制
に
関
す
る
諸
問
題
（
越
智
〉

四
五



州
大
中
正
の
制
に
関
す
る
諸
問
題
（
越
智
）

四
六

張
進
之
、
永
嘉
安
田
人
也
。
為
郡
大
族
。
少
有
志
行
。
歴
郡
五
官
主
簿
永
寧
安
田
二
県
領
校
尉
。
家
世
富
足
。
経
荒
年
、
散
其
財
、
救
賠
郷

里
。
遂
以
会
審
。
全
済
者
甚
多
。
進
之
為
太
守
王
味
之
更
。
元
嘉
初
、
詔
所
在
、
錨
其
傍
役
。

と
あ
る
。
県
尉
は
宋
時
代
第
九
品
官
で
あ
る
。
張
進
之
が
と
く
に
倍
役
を
免
ぜ
ら
れ
た
と
き
、
彼
は
退
官
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
も
し

彼
が
後
門
層
以
上
で
あ
っ
た
な
ら
退
官
後
も
自
動
的
に
免
役
権
を
も
っ
て
い
た
答
で
あ
る
。

そ
う
す
る
と
、
伎
は
本
来
三
五
円
層
出
身
で
そ
の

県
尉
就
官
は
さ
き
の
二
方
式
（
乃
至
三
方
式
）
の
う
ち
の
ど
れ
か
に
よ
っ
た
と
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
な
お
、
別
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
元
嘉
二

十
七
年
の
七
条
徴
発
時
よ
り
の
ち
は
三
五
門
層
で
品
官
に
就
い
た
も
の
に
あ
っ
て
も
、
そ
の
す
べ
て
が
他
の
階
層
で
品
官
に
就
い
た
も
の
と
同

様
の
免
役
権
を
え
る
こ
と
に
な
っ
弘
）

以
上
考
察
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、
三
五
円
層
（
の
一
部
）

が
家
格
の
固
定
化
の
大
勢
の
も
と
に
、

（
そ
の
大
勢
を
一
応
肯
定
し
た
う
え
で
）

正
規
の

方
式
あ
る
い
は
そ
の
存
在
を
前
提
と
す
る
偽
り
の
方
法
で
官
界
に
品
官
と
し
て
進
出
す
る
に
至
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
が
、
こ
う
し
た
様
態

が
結
果
的
に
州
大
中
正
の
旧
来
の
権
限
の
縮
少
を
ま
ね
く
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

州
大
中
正
の
も
つ
州
郡
官
の
人
事
権

州
大
中
正
は
の
ち
に
な
る
と
州
の
官
僚
（
以
下
、
川
官
と
い
う
）
と
郡
の
官
僚
（
以
下
、
郡
官
と
い
う
）

と
の
人
事
権
を
も
掌
握
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
本
節
は
州
大
中
正
の
も
っ
こ
う
し
た
人
事
権
の
実
態
を
検
討
す
る
。
な
お
、
そ
の
検
討
は
一
応
下
限
を
、
梁
初
、
天
監
七
年
に
行
わ
れ
た

官
制
改
革
の
直
前
に
お
く
。

南
斉
書
博
一
一
一
張
緒
伝
に
、

長
沙
王
晃
属
選
用
呉
輿
聞
人
邑
為
州
議
荷
目
。
緒
以
資
籍
不
当
、
執
不
許
。
晃
遺
書
佐
固
請
之
。
緒
正
色
、
謂
晃
信
日
、
此
是
身
家
州
郷
。
殿

下
何
得
見
逼
。



と
あ
る
。
当
時
長
沙
王
晃
は
南
徐
州
刺
史
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
そ
の
本
伝
に
よ
る
と
彼
は
揚
州
刺
史
に
就
い
た
こ
と
は
な
い
。
）
張
緒
は
揚
州

大
中
正
で
あ
る
。

「
資
籍
不
当
」
は
資
状
の
注
と
戸
籍
の
官
歴
の
注
と
が
議
曹
従
事
史
た
る
に
適
し
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。

「
書
佐
」

は
西
曹
書
佐
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
長
沙
王
晃
は
聞
人
畠
を
そ
の
本
郷
た
る
揚
州
の
議
曹
従
事
史
に
し
よ
う
と
し
、
そ
れ
を
揚
州
大
中
正
張
緒
に

乙
の
記
事
は
州
大
中
正
が
事
実
上
（
中
央
政
府
に
人
事
権
の
あ
る
も
の
を
除
く
）
州
官
の
人
事
権
を
掌
握
し
、

（
初
〉

格
と
い
う
観
点
か
ら
行
使
し
て
い
た
こ
と
を
自
証
し
て
い
る
と
さ
れ
よ
う
。

依
嘱
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、

そ
れ
を
家

六
朝
に
お
い
て
地
方
恒
置
の
最
高
官
は
州
鎮
の
長
官
（
都
督
、
た
る
も
の
を
醤
む
）
で
あ
る
が
、
こ
の
長
官
の
も
と
に
あ
る
官
僚
は
府
官
と
州
官

関
連
性
は
比
較
的
薄
か
っ
た
。

と
に
大
別
で
き
る
。
府
官
は
そ
の
土
地
の
も
の
で
な
い
こ
と
が
多
く
、
往
々
長
官
に
従
っ
て
転
任
し
た
。

一
方
州
官
は
上
級
官
以
下
そ
の
土
地
の
人
が
多
く
、
長
官
に
従
っ
て
転
任
す
る
と
い
っ
た
こ
と
も
あ
ま
り
な
か

つ
ま
り
府
官
と
在
地
豪
族
勢
力
と
の

一
州
内
の
豪
族
層
は
彼
ら
だ
け
で
そ
の
要
官
を
独
占
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
こ
と
は
別
の
表
現
を
す
れ
ば
、
州
鎮
長
官
と
そ

の
任
地
の
在
地
豪
族
勢
力
と
の
人
的
接
点
が
州
官
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ふ
宅
州
大
中
正
は
本
来
州
上
級
豪
族
勢
力
の
代
表
者
的
性
格

っ
た
。

（
あ
る
い
は
そ
う
し
た
勢
力
の
う
え
に
生
じ
た
高
級
寄
生
官
僚
層
の
代
表
者
的
性
格
〉
を
も
つ
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
州
大
中
正
の
行
う
州
官
人

事
が
右
の
よ
う
に
家
格
の
重
視
を
と
も
な
う
の
は
当
然
の
こ
と
と
さ
れ
よ
弘
）

つ
ぎ
に
、
宋
書
生
調
景
仁
伝
に
、
東
晋
極
末
ご
ろ
の
こ
と
と
し
て
、
謝
景
仁
に
つ
い
て
、

（
宋
）
高
祖
開
而
嘉
之
。
臨
予
州
、
調
中
正
、
以
為
主
簿
。
甚
被
知
器
。

と
あ
る
が
、
さ
き
の
記
事
と
あ
わ
せ
考
え
る
と
、
予
州
刺
史
劉
裕
が
予
州
大
中
正
に
調
し
て
（
名
家
出
身
た
る
）
謝
景
仁
を
そ
の
主
簿
と
し
た
、

（前略）

と
い
う
任
命
手
続
き
が
決
し
て
特
殊
例
で
な
い
の
が
理
解
さ
れ
よ
う
。

か
く
て
州
大
中
正
が
事
実
上
川
官
の
人
事
権
を
掌
握
、
行
使
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
そ
れ
に
関
連
し
て
注
目
す
べ
き
は
、
州
大
中
正

が
事
実
上
郡
官
の
人
事
権
を
も
掌
握
、
行
使
し
て
い
た
こ
と
で
み
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
な
歴
史
的
必
然
性
を
も
っ
て
郡
の
上
に
川

州
大
中
正
の
制
に
関
す
る
諸
問
題
（
越
智
）

四
七



州
大
中
正
の
制
に
関
す
る
諸
問
題
（
越
智
）

四
八

が
生
じ
、
最
後
に
州
が
一
残
っ
て
郡
が
消
え
て
し
ま
う
が
、
そ
の
聞
に
往
々
州
の
機
能
が
郡
の
機
能
を
吸
収
す
る
と
い
う
こ
と
が
現
わ
れ
る
。
州

大
中
正
の
制
に
関
し
て
も
そ
う
し
た
傾
向
が
強
い
。

（
お
）

も
の
と
し
た
だ
け
で
な
く
、
（
州
大
中
正
が
州
官
の
人
事
権
を
掌
握
し
て
以
後
）
郡
官
の
人
事
権
を
も
掌
握
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

巻
三

f

い
ま
南
斉
書
十
二
王
現
伝
を
見
る
と
、
本
州
大
中
正
で
あ
っ
た
王
現
に
関
し
、

時
平
一
倹
為
宰
相
。
属
現
用
東
海
郡
迎
吏
。
現
謂
信
人
日
、
語
郎
。
三
台
五
省
、
皆
是
郎
用
人
。
外
方
小
郡
、
当
乞
果
、
賎
。
省
官
何
容
復
奪

つ
ま
り
、
州
大
中
正
は
郡
中
正
を
つ
と
に
そ
れ
ぞ
れ
の
郡
を
所
管
区
域
と
す
る
次
官
的
な

之
。
遂
不
過
其
事
。

し
て
い
た
。
）
と
こ
ろ
で
、
王
現
は
そ
の
木
貫
を
浪
邪
郡
臨
好
県
に
か
け
て
い
る
が
、

む
〉
は
南
徐
州
に
属
し
て
い
た
。
従
っ
て
王
現
は
当
時
南
徐
州
大
中
正
で
あ
っ
た
と
す
べ
き
で
あ
る
。

と
あ
る
。
右
の
事
件
が
起
っ
た
の
は
斉
の
高
帝
が
即
位
し
た
建
一
克
元
年
か
ら
同
四
年
ま
で
の
聞
の
こ
と
で
あ
る
Q

当
時
に
あ
っ
て
は
南
現
邪
郡
（
そ
の
属
県
に
臨
折
県
を
合

（
当
時
東
海
郡
は
巽
州
に
属

当
時
王
倹
は
尚
書
右
僕
射
か
あ
る
い
は

尚
書
左
僕
射
で
（
中
央
政
府
の
「
人
事
官
」
た
る
）
吏
部
尚
書
を
兼
ね
て
い
た
。
か
く
て
い
ま
問
題
と
し
て
い
る
南
斉
書
王
現
伝
の
記
事
は
州
大
中

正
が
（
中
央
政
府
に
人
事
権
の
あ
る
も
の
を
除
く
）
郡
官
の
人
事
権
を
事
実
上
強
力
に
掌
握
し
て
い
た
の
を
物
語
る
と
す
べ
き
で
あ
る
。

以
上
の
考
察
は
自
ら
二
つ
の
疑
問
を
生
ず
る
。
そ
の
一
は
州
大
中
正
の
も
つ
人
事
権
と
刺
史
・
太
守
の
も
つ
人
事
権
と
の
関
連
が
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
二
は
旧
来
州
、
郡
の
官
僚
の
人
事
を
掌
っ
て
い
た
州
官
、
郡
官
の
人
事
と
州
大
中
正
の
掌
る
人
事
と

の
関
連
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
第
一
の
点
で
あ
る
が
、
（
中
央
政
府
に
人
事
権
の
あ
る
も
の
を
除
く
）
州
官
の
人
事
権

は
形
式
上
あ
く
ま
で
刺
史
が
こ
れ
ら
）
掌
握
し
て
い
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
州
大
中
正
が
事
実
上
行
う
人
事
に
あ
っ
て
も
対
外
的
な

形
式
で
は
刺
史
が
こ
れ
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
い
ま
試
み
に
州
の
刺
史
が
（
中
央
政
府
の
任
命
で
な
い
）
主
簿
（
光
迎
主
簿
を
含
む
）

を
任
命
す
る
際
の
表
現
様
式
を
列
挙
す
る
と
、
（
1
）
北
堂
書
紗
立
設
官
部
二
十
五
主
簿
一
百
六
十
三
の
項
に
、
東
晋
初
期
の
こ
と
と
し
て
、

蹴
栄
緒
晋
畳
一
回
云
、
議
王
承
為
湘
州
。
令
易
雄
為
主
簿
。



と
あ
り
、
（
2
〉
宋
書
購
張
部
伝
に
、

王
韓
為
揚
州
。
召
部
為
主
簿
。

と
あ
り
、
（
3
）
宋
書
立
宗
瑛
之
官
、
東
晋
末
の
こ
と
と
し
て
、

州
召
主
簿
。
（
不
就
。
）巻
五

！

と
あ
り
、
（
4
）
宋
書
十
一
一
一
江
夷
伝
に

州
陣
主
簿
。
（
不
就
。
）

と
あ
り
、
（
5
）
宋
書
境
顧
顕
之
伝
に
、

王
弘
障
為
揚
州
主
簿
。

と
あ
り
、
（
6
）
南
斉
書
諸
何
昌
寓
伝
に
、

宋
建
安
王
休
仁
為
揚
州
。
醇
国
寓
州
主
簿
。

と
あ
り
、
（
7
）
南
斉
書
苫
柳
世
隆
伝
に
、

（
宋
）
海
陵
王
休
茂
為
薙
州
。
辞
世
隆
為
迎
主
簿
。

と
あ
り
、
（
8
）
宋
書
博
七
裳
一
淑
伝
に
、

本
州
命
主
簿
。

と
あ
り
、
（
9
）
宋
書
諾
顔
師
伯
伝
に
、

師
伯
因
求
杖
節
。
乃
以
為
徐
州
主
簿
。

と
あ
り
、
（
叩
）
宋
書
博
司
郭
希
林
官
、

徴
州
主
簿
。
州
大
中
正
の
制
に
関
す
る
諸
問
題
（
越
智
）

四
九



と
あ
り

（州
11 大
）中

宋芸
書訴
十巻に
八四関
朱す
怠る

右諸
云盟
に山
、盆
智
'--' 

五。

補
徐
州
主
簿
。

と
あ
る
。
（
1
）
か
ら
（
叩
）
ま
で
の
人
事
が
少
な
く
と
も
対
外
的
に
刺
史
の
任
命
と
理
解
さ
れ
る
の
は
明
か
で
あ
る
。
（
日
）
の
よ
う
な
「
補

主
簿
」
と
い
う
表
現
に
は
、
中
央
政
府
の
任
命
の
場
合
を
含
む
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
の
こ
と
は
別
に
い
ま
ま
で
の
見
解
を
否
定
し
な
い
。

右
に
瞥
見
し
た
州
大
中
正
と
刺
史
と
の
関
係
は
州
大
中
正
と
太
守
と
の
関
係
に
あ
っ
て
も
同
様
で
、
（
中
央
政
府
に
人
事
権
の
あ
る
も
の
を
除
く
）

郡
官
の
人
事
権
は
形
式
上
あ
く
ま
で
太
守
が
乙
れ
を
掌
握
し
て
い
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
に
第
二
の
点
で
あ
る
が
、
川
の
場
合
、
ま
ず
主
簿
が
問
題
と
な
る
。
唐
書
鳩
I

十
一
川
柳
一
押
伝
の
な
か
に
、

規
氏
立
九
口
問
、
置
中
正
。
尊
世
胃
、
卑
寒
士
。
権
帰
右
姓
巴
。
其
州
大
中
正
主
簿
、
郡
中
正
功
曹
、
皆
取
著
姓
士
族
為
之
。
以
定
何
胃
、
口
問

藻
人
物
。
晋
宋
因
之
。
云
云
。

「
其
州
大
中
正
品
藻
人
物
」
の
記
述
内
容
は
、
宋
K
止
ま
ら
ず
南
朝
を
通
じ
て
の
も
の
と
し
て
よ
か
ろ
ち
。
右
で
は
州
大
中
正
、
州

主
簿
、
（
郡
中
正
、
郡
功
習
）
が
そ
れ
ぞ
れ
州
（
、
郡
）
の
人
事
ぞ
掌
っ
た
と
し
て
い
る
。
な
お
、
晋
書
立
王
雅
伝
に
、

と
あ
る
。

と
あ
る
。

雅
少
知
名
。
州
撤
主
簿
、
送
一
秀
才
。

こ
こ
に
見
え
る
秀
才
の
察
挙
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
管
見
の
及
ぶ
限
り
で
は
州
大
中
正
、
が
秀
才
の
察
挙
を
掌
っ
た
こ
と
は
な
い
。
後

述
の
孝
廉
の
察
挙
と
あ
わ
せ
考
え
た
際
、
秀
才
の
察
挙
の
事
務
は
州
大
中
正
の
職
掌
外
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

従
事
史
と
西
曹
書
佐
と
で
あ
る
が
、
宋
書
博
四
百
官
志
下
に
、
州
制
に
つ
い
て
、

今
有
別
駕
従
事
史
治
中
従
事
史
主
簿
西
曹
書
佐
祭
酒
従
事
史
（
等
）
。
：
・
別
駕
西
曹
主
吏
及
選
挙
事
。
：
・
西
曹
即
漢
之
功
曹
書
佐
也
。

つ
ぎ
に
川
の
別
駕

と
あ
る
。
右
の
記
事
で
「
別
駕
」
と
あ
る
も
の
は
別
駕
従
事
史
の
こ
と
で
あ
り
、
「
西
曹
」
と
あ
る
も
の
は
西
曹
書
佐
の
こ
と
で
あ
る
。
主
簿
、

別
駕
従
事
史
、
西
曹
書
佐
は
制
度
上
と
も
に
刺
史
の
属
佐
た
る
に
過
ぎ
な
い
。
か
く
て
そ
れ
ら
は
刺
史
が
州
大
中
正
の
同
意
の
も
と
に
行
う
入



事
に
関
す
る
事
務
を
掌
っ
て
い
た
と
さ
れ
よ
う
。

つ
ぎ
に
郡
の
場
合
、
華
腸
国
志
西
州
後
賢
志
に
、
王
長
文
に
つ
い
て
、

後
郡
功
曹
察
孝
廉
。

（
州
大
中
正
、
）
郡
中
正
が
孝
廉

の
察
苧
伊
｝
掌
っ
た
こ
と
は
な
い
。
蓋
し
功
曹
の
掌
る
察
挙
の
事
務
は
郡
中
正
の
職
掌
外
の
こ
と
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
晋
書
鴇
一

と
あ
っ
て
、
郡
の
功
曹
が
孝
廉
に
関
す
る
事
務
を
管
掌
し
て
い
た
の
を
示
し
て
い
る
。
管
見
の
及
ぶ
限
り
で
は

劉
毅
伝
に
、
劉
毅
に
つ
い
て
、

僑
居
平
陽
。
太
守
社
恕
請
為
功
曹
。
沙
汰
郡
吏
百
余
人
。
三
規
称
君
。
為
之
語
目
、
但
聞
劉
功
曹
、
不
聞
社
府
君
。

と
あ
る
。
こ
れ
は
功
曹
が
察
挙
の
こ
と
だ
け
で
な
《
郡
の
官
僚
全
般
の
人
事
を
行
っ
て
い
た
こ
と
ぞ
物
語
っ
て
い
る
。
さ
き
に
考
察
し
た
と
こ

ろ
と
あ
わ
せ
考
え
る
と
、

（
郡
官
の
人
事
が
太
守
の
州
大
中
正
へ
の
了
解
と
り
つ
け
乃
至
州
大
中
正
側
の
自
主
性
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
表
面
は
太
守
の
任
命
と
い

う
形
を
と
る
よ
う
に
な
っ
た
時
期
に
お
い
て
、
）
郡
の
功
盲
目
が
太
守
が
州
大
中
正
の
同
意
の
も
と
に
行
う
人
事
に
関
す
る
事
務
を
掌
っ
て
い
た
と
い

う
こ
と
が
一
応
想
定
さ
れ
よ
〉
渇

な
お
、
州
大
中
正
が
い
つ
か
ら
州
官
（
、
郡
官
）
の
人
事
権
を
掌
握
す
る
よ
う
に
な
っ
た
か
と
い
う
点
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
何
も
わ

か
ら
な
い
。
た
だ
通
九
百
一
一
職
官
十
四
総
論
州
佐
の
項
の
注
に
、
西
晋
時
代
の
こ
と
と
し
て
、

叉
劉
毅
上
表
、
刺
史
初
臨
州
、
大
中
正
選
州
里
才
業
高
者
、
兼
主
簿
従
事
、
迎
刺
史
。

と
あ
る
。

こ
れ
は
州
の
光
迎
主
簿
の
選
挙
と
い
う
や
や
特
殊
な
場
合
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
州
大
中
正
が
州
官
の
人
事
権
の
一
端

各
握
っ
て
い
た
一
証
と
な
る
。
あ
る
い
は
こ
う
し
た
こ
と
が
一
つ
の
、
き
っ
か
け
と
な
っ
て
州
大
中
正
の
州
官
ぺ
郡
官
〉

の
人
事
権
掌
握
が
生

じ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

州
大
中
正
の
制
に
関
す
る
諮
問
題
（
越
智
）

五



州
大
中
正
の
制
に
関
す
る
諮
問
題
（
越
智
）

五

四

中

正

の

所

属

通
典
職
官
十
四
総
論
州
佐
の
項
に
、
別
駕
、
治
中
、
主
簿
な
ど
と
な
ら
ん
で
（
州
大
）
中
正
が
あ
り
、
同
職
官
十
五
総
論
郡
佐
の
項
に
、
郡

丞
、
別
駕
、
司
馬
な
ど
と
な
ら
ん
で
（
郡
）
中
正
が
あ
る
の
は
、

そ
れ
ら
が
州
郡
の
長
官
の
属
佐
化
し
た
の
を
物
語
っ
て
い
る
か
の
如
く
で
ゐ

る
。
結
論
を
先
に
い
え
ば
、
筆
者
は
（
そ
れ
は
北
朝
に
主
眼
を
お
い
た
記
述
で
）
説
晋
南
朝
に
あ
っ
て
は
属
佐
化
し
て
い
な
い
と
考
え
る
。
本
節
は

そ
の
事
実
を
と
り
あ
げ
る
。

ま
ず
州
大
中
正
の
場
合
で
あ
る
が
、
晋
時
代
の
史
料
に
よ
る
と
、
州
大
中
正
が
欠
げ
た
際
司
徒
府
は
そ
の
州
の
甲
族
層
に
然
る
べ
き
人
物
を

推
挙
ず
る
こ
と
を
依
嘱
す
る
。
司
徒
府
は
か
く
て
推
挙
さ
れ
た
人
物
を
尚
書
省
に
移
し
、
尚
書
省
が
そ
れ
を
州
大
中
正
と
し
て
発
令
す
る
。
こ
の

（お）

よ
う
に
晋
時
代
任
命
「
手
続
き
」
上
刺
史
の
（
制
度
的
な
）
介
入
は
な
か
っ
た
。
右
の
よ
う
な
「
手
続
き
」
を
へ
て
任
命
さ
れ
る
州
大
中
正
は
あ

く
ま
で
司
徒
を
直
属
の
土
官
と
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ま
晋
書
時
七
下
壷
伝
を
見
る
と
、
東
晋
初
期
御
史
中
丞
下
壷
が
准
南
小
中
正
王

式
を
奏
弾
し
た
疏
を
の
せ
て
い
る
。

そ
の
な
か
に
、

案
、
侍
中
司
徒
臨
頴
公
組
、
敷
宣
五
教
、
実
在
任
人
。
而
含
容
違
礼
、
曾
不
良
知
。
揚
州
大
中
正
侍
中
平
望
亭
侯
輝
、
准
南
大
中
正
散
騎
侍

郎
弘
、
顕
執
邦
論
、
朝
野
取
信
。
曾
不
能
率
礼
正
違
、
崇
孝
敬
之
教
。
並
為
不
勝
其
任
。
請
、
以
見
事
免
組
輝
弘
官
、
大
鴻
臆
削
爵
土
、
廷

尉
結
罪
。

と
あ
る
。
か
く
て
王
式
の
礼
に
も
と
る
行
為
ぞ
糾
弾
し
な
か
っ
た
と
し
て
准
南
大
中
正
、
揚
州
大
中
正
、
司
徒
が
奏
弾
さ
れ
て
い
る
が
、
揚
川

刺
史
は
問
題
と
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
れ
は
東
晋
初
期
州
大
中
正
が
司
徒
を
そ
の
直
属
の
上
官
と
し
て
い
た
こ
と
、
つ
ま
り
刺
史
の
属
佐
で
な
か

っ
た
こ
と
ぞ
察
せ
し
め
る
に
足
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
梁
書
詮
羊
侃
伝
に
、

（
羊
侃
）
祖
規
、
宋
武
帝
之
臨
徐
州
、
昨
祭
酒
従
事
。
大
中
正
。
会
（
徐
州
刺
史
）
醇
安
部
挙
彰
域
（
徐
州
の
治
所
）
降
北
。
規
由
是
陥
説
。
現



授
衛
将
軍
営
州
刺
史
。

と
あ
る
。
宋
の
武
帝
が
徐
州
に
臨
ん
だ
と
あ
る
の
は
東
晋
末
期
の
こ
と
で
あ
り
、
醇
安
都
が
北
現
に
降
っ
た
の
は
宋
中
期
の
こ
と
で
あ
る
が
、

右
の
「
昨
」
は
祭
酒
従
事
で
き
れ
る
の
か
そ
れ
と
も
大
中
正
に
続
く
の
か
不
明
で
あ
る
。
も
し
そ
れ
が
続
い
て
い
る
と
す
れ
ば
東
晋
末
州
大
中

正
が
州
の
属
佐
化
し
た
こ
と
に
な
る
。

（
た
だ
し
、
刺
史
が
任
命
し
た
も
の
は
、

二
応
す
べ
て
刺
史
の
部
下
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
刺
史
の
任
命
外

の
も
の
が
す
べ
て
そ
の
部
下
で
な
い
と
は
断
言
で
き
な
い
。
中
央
政
府
の
任
命
に
か
か
る
も
の
で
刺
史
の
部
下
と
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
）

き
て
、
東
晋
末
以
後
州
大
中
正
が
刺
史
の
属
佐
l
j部
下
と
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
直
接
的
な
史
料
は
乏
し
い
。
現
在

考
え
ら
れ
る
確
認
方
法
と
し
て
は
、
州
大
中
正
の
本
官
が
刺
史
の
属
佐
た
る
こ
と
ぞ
察
せ
し
め
る
に
足
る
も
の
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
そ
れ
を

否
定
す
べ
き
も
の
で
あ
る
か
、
と
い
う
点
を
追
求
す
る
し
か
な
い
。
以
下
こ
う
い
う
観
点
か
ら
問
題
告
と
り
あ
げ
て
み
よ
う
。

宋
書
暗
示
沈
演
之
伝
に
、
沈
演
之
に
つ
い
て
、

遷
領
国
子
祭
酒
。
本
州
大
中
正
。

と
あ
り
、
宋
書
政
襲
松
之
伝
に
、
襲
松
之
に
つ
い
て
、

転
中
書
侍
郎
。
司
翼
二
州
大
中
正
。

と
あ
り
、
宋
書
巻
七
正
湛
伝
に
、
江
湛
に
つ
い
て
、

十
一

元
嘉
二
十
五
季
、
徴
為
侍
中
、
任
以
機
密
。
領
本
州
大
中
正
。

と
あ
り
、
宋
書
望
庚
一
明
之
伝
に
、
悪
用
之
に
つ
い
て
、

頃
之
、
転
侍
中
。
本
州
大
中
正
。

と
あ
り
、
宋
書
誤
謝
荘
伝
に
、
侍
中
謝
荘
に
つ
い
て
、

又
領
本
州
大
中
正
。

州
大
中
正
の
制
に
関
す
る
諸
問
題
ハ
越
智
）

五



州
大
中
正
の
制
に
関
す
る
諸
問
題
（
越
智
）

と
あ
り
、
宋
室
田
博
一
地
王
球
伝
に
、
王
球
に
つ
い
て
、

入
為
侍
中
。
領
冠
軍
将
軍
。
又
領
本
州
大
中
正
。

と
あ
り
、
宋
書
諸
柳
元
景
伝
に
、
柳
元
景
に
つ
い
て
、

尋
転
醸
騎
将
軍
。
本
州
大
中
正
。
領
軍
侍
中
如
故
。

と
あ
り
、
宋
書
博
地
帯
思
話
伝
に
、
菅
思
話
に
つ
い
て
、

（
元
嘉
）
二
十
四
年
、
改
領
左
衛
将
軍
。
又
領
南
徐
州
大
中
正
。

と
あ
り
、
宋
書
博
一
川
劉
延
孫
伝
に
、
劉
延
孫
に
つ
い
て
、

徴
為
尚
書
右
僕
射
。
領
徐
州
大
中
正
。
留
為
侍
中
護
軍
。
叉
領
徐
州
大
中
正
。

巻
五

と
あ
り
、
宋
書
十
一
一
一
張
永
伝
に
、
張
永
に
つ
い
て
、

停
為
太
子
倉
事
。
加
散
騎
常
侍
。
本
州
大
中
正
。
後
廃
帝
即
位
。
進
右
光
禄
大
夫
。
加
侍
中
。
領
安
成
王
師
。
加
親
信
二
十
人
。
又
領
本
州

中
正
。

五
回

と
あ
り
九
宋
書
禁
一
劉
湛
伝
に
、
劉
湛
に
つ
い
て
、

〈
元
嘉
）
八
年
、
召
為
太
子
倉
事
。
加
給
事
中
。
本
州
大
中
正
。

と
あ
り
、
宋
書
故
衰
顕
伝
に
、
雲
閣
に
つ
い
て
、

ハ
大
明
）
五
年
、
召
為
太
子
中
庶
子
御
史
中
丞
。
領
本
州
大
中
正
。

と
あ

b
、
南
斉
室
田
博
一
一
一
張
緒
伝
に
、
宋
時
代
に
お
け
る
張
緒
に
つ
い
て
、

転
太
子
中
庶
子
。
本
州
大
中
正
。

巻
五

と
あ
り
、
宋
書
十
一
一
一
張
茂
度
伝
に
、
張
茂
度
に
つ
い
て
、



（
元
嘉
）
七
年
、
起
為
廷
尉
。
加
奉
車
都
尉
。
領
本
州
中
正
。

巻
べ

と
あ
り
、
宋
書
十
九
王
敬
弘
伝
に
、
王
敬
弘
に
つ
い
て
］

叉
除
秘
書
監
金
紫
光
禄
大
夫
。
加
散
騎
常
侍
。
本
州
中
正
。
不
就
。

と
あ
り
、
南
斉
書
博
一
一
一
王
現
伝
に
、
王
現
に
つ
い
て
、

（
宋
）
元
徽
中
、
遷
金
紫
光
禄
引
訓
太
僕
。
常
侍
如
故
。
本
州
中
正
。

と
あ
り
、
宋
書
博
一
世
察
興
宗
伝
に
、
察
輿
宗
に
つ
い
て
、

遷
尚
書
右
僕
射
。
尋
領
衛
尉
。
又
領
査
州
大
中
正
。

と
あ
り
、
宋
書
一
攻
顧
顕
之
伝
に
、
顧
顕
之
に
つ
い
て
、

大
明
元
年
］
徴
守
度
支
尚
書
。
領
本
州
中
正
o

i
1
a
 

と
あ
り
、
宋
書
廿
酢
孔
韻
伝
に
、
吏
部
尚
書
孔
顕
に
つ
い
て
、

領
本
州
大
中
正
。

と
あ
り
、
宋
書
博
江
孔
琳
之
伝
に
、
宋
初
御
史
中
丞
で
あ
っ
た
孔
琳
之
に
つ
い
て
、

又
領
本
州
大
中
正
。

と
あ
る
。
右
の
州
大
中
正
は
す
〈
て
他
の
官
に
あ
る
も
の
の
「
兼
領
」
で
あ
る
。
い
ま
右
に
あ
げ
た
州
大
中
正
の
本
官
に
つ
い
て
検
討
す
る

に
、
国
子
祭
酒
、
中
書
侍
郎
、
侍
中
、
左
衛
将
軍
、
太
子
倉
事
、
太
子
中
庶
子
、
秘
書
監
、
太
僕
、
廷
尉
、
領
軍
将
軍
は
本
来
中
央
に
あ
る
要

官
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
そ
の
兼
ね
領
し
た
州
大
中
正
が
、
刺
史
の
任
命
に
か
か
る
属
佐
の
官
で
あ
っ
た
と
は
と
う
て
い
亨
え
ら
れ
な
い
1
）
尚

書
系
統
の
尚
書
右
僕
射
、
度
支
尚
書
、
吏
部
尚
書
の
兼
ね
領
し
た
州
大
中
正
に
つ
い
て
も
同
様
の
と
と
が
い
え
る
。
こ
の
際
注
意
す
べ
き
は
、

（
建
康
に
あ
る
）
尚
書
省
が
州
の
上
級
監
督
機
関
で
、
右
の
尚
書
右
僕
射
、
度
支
尚
書
、
吏
部
尚
書
が
部
分
的
と
は
い
え
刺
史
の
支
配
者
的
性
格

州
大
中
正
の
制
に
関
す
る
諸
問
題
（
越
智
）

五
五



州
大
中
正
の
制
に
関
す
る
諸
問
題
（
越
智
）

五
六

を
も
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

（訂）

て
い
る
。
刺
史
’
（
、
太
守
）

つ
ぎ
に
護
軍
将
軍
で
あ
る
が
、
東
晋
宋
斉
時
代
、
護
軍
将
軍
は
（
中
央
に
あ
っ
て
）
地
方
軍
ぞ
恒
常
的
に
支
配
し

は
本
来
治
民
の
官
で
あ
る
が
、
通
常
将
軍
号
を
帯
び
て
軍
府
を
聞
い
て
い
る
。

そ
う
す
る
と
、
護
軍
将
軍
は
事
実

上
刺
史
（
、
太
守
）
の
支
配
者
的
一
面
を
も
っ
て
い
た
と
さ
れ
よ
う
。

つ
ぎ
に
御
史
中
丞
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
刺
史
（
、
太
守
）

の
監
察
糾
弾
権

を
も
っ
て
い
た
。
以
上
の
よ
う
な
護
軍
将
軍
、
御
史
中
丞
が
兼
ね
領
し
た
州
大
中
正
が
、
刺
史
の
任
命
に
か
か
る
属
佐
で
あ
っ
た
と
は
全
く
考

え
ら
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
梁
室
百
羊
侃
伝
の
州
大
中
正
は
徐
州
刺
史
の
「
辞
」
の
対
象
と
な
る
も
の
で
な
く
、
か
っ
そ
の
州
大
中
正
は
刺
史

（犯｝

の
属
佐

f
i部
下
で
も
な
か
っ
た
と
す
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。

斉
時
代
州
大
中
正
を
領
し
た
も
の
と
し
て
、

垣
栄
祖
（
南
斉
書
巻
二
十
八
垣
栄
祖
伝
）
、
目
安
国
（
南
斉
書
巻
二
十
九
日
安
国
伝
）
、
周
奉
叔
（
南
斉
書
巻
二
十
九
周
盤
龍
伝
）
、
沼
抽
（
梁
室
田
栄
］
二

十
六
沼
附
伝
）
、
劉
懐
慰
（
南
斉
書
巻
五
十
一
二
都
懐
慰
伝
）
、
曹
道
剛

m
南
斉
書
巻
二
十
九
周
盤
龍
伝
）
、
胡
譜
之
（
南
斉
書
巻
コ
一
十
七
胡
諮
之
伝
）
、
察

約
（
南
斉
室
田
巻
四
十
六
議
約
伝
）
、
江
鞍
（
南
斉
書
巻
四
十
三
江
教
伝
）
、
王
現
（
南
斉
書
巻
三
十
二
王
現
伝
）
、
王
延
之
（
南
斉
室
田
巻
三
十
二
王
延
之
伝
）
、

王
倹
（
南
斉
室
田
巻
二
十
三
一
王
倹
伝
〉
、
主
要
（
十
回
斉
書
巻
四
十
二
王
曇
伝
）
、
王
免
（
南
斉
書
巻
四
十
九
玉
突
伝
）
、
王
埜
〈
漢
貌
六
朝
一
百
三
家
集
出
隠
侯

集
一
）
、
表
象
（
南
斉
書
巻
四
十
八
安
象
伝
〉
、
沼
雲
（
梁
査
一
一
巻
十
＝
一
沼
雲
伝
）
、
柳
世
隆
（
南
斉
書
巻
二
十
四
柳
世
隆
伝
）
、
謝
藷
（
南
斉
書
巻
四
十
三
謝

務
伝
）
、
張
緒
（
南
斉
書
巻
三
十
七
虞
保
伝
）
、
侍
昭
（
梁
書
巻
二
十
六
停
昭
伝
）

が
あ
る
。

こ
れ
ら
は
何
れ
も
中
央
の
官
に
あ
る
と
同
時
に
州
大
中
正
を
領
し
て
い
る
。

そ
の
官
職
名
か
ら
考
え
て
そ
こ
に
州
大
中
正
の
州
の
属

佐
化
は
想
定
で
き
な
い
。

梁
時
代
州
大
中
正
を
領
し
た
も
の
と
し
て
、

庚
斡
婁
（
梁
書
巻
四
十
七
庚
斡
婁
伝
）
、
庚
於
陵
（
梁
書
巻
四
十
九
庚
於
陵
伝
）
、
時
間
肩
五
回
（
梁
書
巻
四
十
九
庚
肩
吾
伝
）
、
劉
子
謹
（
梁
書
巻
四
十
劉
子



遺
伝
）
、
停
昭
（
梁
書
巻
二
十
六
停
昭
伝
）
、
明
山
賓
（
梁
書
巻
二
十
七
明
山
賓
伝
）
、
江
存
（
梁
童
日
巻
三
十
一
江
祷
伝
）
、
江
草

（
梁
書
巻
三
十
六
江
草

伝
）
、
王
扮
（
梁
書
巻
二
十
一
玉
傍
伝
）
、
着
環

（
梁
書
巻
二
十
六
需
深
伝
）
、
粛
子
雲
（
梁
書
巻
三
十
五
粛
子
雲
伝
）
、

玉
沖
（
陳
書
巻
十
七
王
沖
伝
）
、

何
敬
容
（
梁
書
巻
三
十
七
何
敬
容
伝
）
、
哀
昂
（
梁
書
巻
三
十
一
衷
昂
伝
）
、
夏
侯
宣
（
梁
書
巻
二
十
八
夏
侯
宣
伝
）
、
周
捨
（
梁
幸
一
回
巻
二
十
五
周
拾
伝
）
、
楽

詣
（
梁
童
日
巻
十
九
楽
藷
伝
）
、
張
稜
（
梁
童
日
巻
十
六
張
稜
伝
）
、
沈
約
（
梁
書
巻
十
一
二
涜
約
伝
）
、
陸
呆
（
梁
書
巻
二
十
六
時
出
呆
伝
）
、

陸
佳
（
漆
書
巻

二
十
七
陸
僅
伝
）
、
陸
裏
（
梁
書
巻
二
十
七
陸
裏
伝
）
、
沈
衆
（
際
書
巻
十
八
出
衆
伝
）
、
張
灰
（
梁
書
巻
四
十
七
吉
別
伝
）

が
あ
る
。
右
の
う
ち
張
灰
と
庚
肩
吾
と
を
除
く
諸
人
に
つ
い
て
い
え
ば
、
彼
ら
は
何
れ
も
中
央
の
官
に
あ
る
と
同
時
に
州
大
中
正
を
領
し
て
い

る
。
そ
の
官
職
か
ら
考
え
て
、

そ
こ
に
州
大
中
正
の
州
の
属
佐
化
は
想
定
で
き
な
い
。
張
灰
に
つ
い
て
は
、
梁
書
士
口
初
伝
に
た
だ
「
揚
州
中
正

張
灰
」
と
あ
る
だ
け
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
他
に
本
官
が
あ
っ
て
そ
の
う
え
で
州
大
中
正
を
領
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
興
一
屑
五
日
の
場
合
、
梁
書

庚
肩
吾
伝
に
、
彼
に
つ
い
て
、

除
安
西
湘
東
王
録
事
参
軍
。
俄
以
本
官
領
荊
州
大
中
正
。

と
あ
る
。
当
時
湘
東
王
緯
は
安
西
将
軍
荊
州
刺
史
で
あ
っ
た
か
ら
、
右
の
録
事
参
軍
は
安
西
将
軍
の
府
の
そ
れ
と
す
べ
き
で
あ
る
。
蓋
し
湘
東

王
轄
の
場
合
に
あ
っ
て
も
、

そ
の
荊
州
刺
史
の
官
街
と
安
西
将
軍
の
府
と
は
機
能
的
に
一
体
化
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
か
く
て
、

こ
の
際
州
大

中
正
が
制
度
上
刺
史
の
属
佐
化
し
た
と
は
い
え
な
い
に
し
て
も
、
事
実
上
そ
の
属
佐
的
性
格
を
強
め
た
こ
と
は
十
分
想
定
で
き
る
。

陳
時
代
川
大
中
正
を
領
し
た
も
の
と
し
て
、

宗
元
韓
（
陳
書
巻
二
十
九
宗
一
五
銭
伝
）
、
司
馬
昼
間
（
陳
書
巻
一
二
十
二
司
馬
昔
伝
）
、
江
総
（
陳
書
巻
二
十
七
江
総
伝
）
、

王
通
（
陳
書
巻
十
七
王
通
伝
）
、

王
固
（
陳
書
巻
二
十
一
王
国
伝
）
、
徐
陵
（
陳
書
巻
二
十
六
徐
陵
伝
）
、
孔
臭
（
陳
書
巻
二
十
一
孔
奥
伝
）
、
謝
哲
（
陳
書
巻
二
十
一
謝
哲
伝
）
、

泌
（
陳
書
巻
十
八
衰
泌
伝
）
、
意
敬
（
陳
書
巻
十
七
哀
敬
伝
）
、
周
弘
正
（
陳
書
巻
二
十
四
周
弘
正
伝
）
、
謝
蝦
（
陳
書
巻
二
十
一
謝
椴
伝
）
、
柳
荘
（
陳 哀

書
巻
七
高
宗
柳
皇
后
伝
）
、
沈
沫
（
陳
書
巻
＝
一
十
三
泊
沫
伝
〕
、
虞
嘉
（
陳
書
巻
十
九
虞
蕩
伝
）
、
孔
集
（
陳
書
巻
二
十
一
孔
灸
伝
）
、

陸
繕
（
陳
書
巻
二

州
大
中
正
の
制
に
関
す
る
諸
問
題
（
越
智
）

五
七



州
大
中
正
の
制
に
関
す
る
諮
問
題
（
越
智
〉

五
八

十
三
陸
繕
伝
）
、
張
種
（
陳
書
巻
二
十
一
一
張
種
伝
）
、
陸
遺
（
陳
書
巻
三
十
陸
理
伝
）

が
あ
る
。
右
の
う
ち
宗
元
鏡
の
場
合
ぞ
除
い
て
、
ゐ
他
は
す
べ
て
中
央
の
官
に
あ
る
と
同
時
に
州
大
中
正
を
領
し
て
い
る
。

こ
の
際
そ
の
官
職
か

ら
考
え
て
、

そ
こ
に
州
大
中
正
の
州
の
属
佐
化
は
想
定
で
き
な
い
。
宗
元
韓
の
場
合
、
陳
書
宗
元
韓
伝
に
、
彼
に
つ
い
て
、

と
あ
る
σ

南
康
は
江
州
に
属
し
て
い
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

遷
貞
威
将
軍
南
康
内
史
。
・
：
詔
、
加
散
騎
常
侍
。
荊
薙
湘
巴
武
五
州
大
中
正
。
尋
以
本
官
重
領
尚
書
左
丞
。

そ
う
す
る
と
こ
の
際
た
と
え
地
方
官
た
る
内
史
ぞ
本
官
と
し
て
も
、

そ
れ
は
川

大
中
正
が
刺
史
の
属
佐
的
性
格
を
も
つ
こ
と
を
物
語
る
と
は
な
し
が
た
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
尚
書
左
丞
は
尚
書
省
の
要
官
で
あ
り
、
部
に
い

な
け
れ
ば
と
う
て
い
そ
の
職
責
を
果
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
従
っ
て
宗
元
韓
は
尚
書
左
丞
を
領
し
た
と
き
都
に
か
え
っ
て
、
本
官
た
る
内
史
は

自
ら
遥
任
と
な
っ
た
と
す
る
の
が
穏
当
な
考
え
か
た
で
あ
ろ
う
。

そ
う
し
た
場
合
、
宗
元
鶴
が
五
州
大
中
正
を
領
す
る
こ
と
は
事
実
上
他
の
場

合
と
殆
ん
ど
変
り
の
な
い
も
の
と
な
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
南
朝
に
あ
っ
て
も
州
大
中
正
は
制
度
上
州
の
属
佐
化
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
巨
視
的
に
と
り
あ
げ
た
際
そ
の
機
能

の
発
揮
は
刺
史
に
殆
ん
ど
型
肘
さ
れ
て
い
な
い
と
し
て
よ
か
ろ
う
。
蓋
し
晋
時
代
に
見
え
る
よ
う
な
州
大
中
正
就
官
の
「
手
続
き
」
は
、
南
朝

に
あ
っ
て
も
往
々
実
行
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

、巻一一

つ
ぎ
に
郡
中
正
で
あ
る
が
、
説
士
山
十
一
一
一
常
林
伝
の
注
に
、

時
国
家
始
制
九
品
。
各
使
諸
郡
撰
置
中
正
、
差
銀
自
公
卿
以
下
至
子
郎
吏
功
徳
材
行
所
任
。

と
あ
り
、
同
伝
の
注
に
、
ま
た
、

（
主
）
嘉
時
還
為
散
騎
郎
。
活
胡
郡
移
嘉
為
中
正
Q

云
云
。

と
あ
る
。

「
移
」
と
あ
る
の
は
、
命
令
系
統
の
違
う
他
の
官
庁
に
移
す
る
こ
と
を
い
w
n
匂
乙
の
両
記
事
を
あ
わ
せ
考
え
る
と
、
初
め
九
品
の
制

に
お
い
て
は
、
諸
郡
の
太
守
に
そ
れ
ぞ
れ
の
郡
出
身
で
郡
中
正
の
任
に
た
え
る
も
の
を
（
予
め
〉
撰
ん
で
推
薦
さ
せ
た
。
そ
の
任
命
「
手
続
き
」



（
司
徒
府
か
ら
さ
ら
に
尚
書
省
に
移
し
て
）
尚
書
省
か
ら
発
令
す
る
と
い
う
形
を

そ
の
際
現
実
に
郡
中
正
と
な
っ
た
の
は
公
卿
か
ら
郎
吏
ま
で
の
官
僚
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
が
察
せ
ら
れ
よ
子
論
）
こ
の
際
太
守
が

郡
中
正
と
な
っ
た
公
卿
以
下
郎
吏
ま
で
を
そ
の
属
佐
と
す
る
も
の
で
な
い
の
は
自
明
の
こ
と
で
あ
る
。

さ
て
、
晋
書
一
担
任
旭
伝
に
、
西
晋
時
代
の
任
旭
に
つ
い
て
、

察
孝
廉
、
除
郎
中
。
州
郡
白
挙
為
郡
中
正
。

は
郡
太
守
か
ら
郡
中
正
に
任
命
し
た
い
人
物
を
司
徒
府
に
移
し
、

と
っ
た
、

〉」みのマ。。

「
挙
」
と
あ
る
の
は
推
挙
の
意
味
で
あ
る
。
刺
史
、
太
守
と
い
っ
た
地
方
長
官
が
郡
中
正
の
適
任
者
を
予
選
し
推
挙
す
る
方
式
は
、

か
つ
て
の
九
品
の
制
に
お
け
る
も
の
の
継
承
・
展
開
と
す
べ
、
守
き
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
西
晋
以
後
州
大
中
正
は
郡
中
正
を
予
選
し
て
司
徒
府
に
上
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
晋
書
…
国
侍
戚
伝

に
、
西
晋
時
代
の
こ
と
と
し
て
、

予
州
大
中
正
夏
侯
駿
上
言
、
魯
国
小
中
正
司
空
司
馬
孔
鏡
、
四
移
病
所
、

不
能
接
賓
。
求
以
尚
書
郎
曹
槙
代
舗
。
旬
日
復
上
競
為
中
正
。
司

徒
三
一
部
。
駿
故
拠
正
。

（
司
徒
左
長
史
惇
）
戚
以
駿
与
奪
惟
意
、
乃
奏
免
駿
大
中
正
。
司
徒
貌
静
、
駿
之
姻
属
。
屡
部
不
署
。
戚
拠
正
甚
昔
。

静
終
不
従
。

と
あ
る
o

ま
た
、
世
説
新
語
法
一
口
賢
媛
第
十
九
の
項
の
注
に
、
西
晋
末
の
こ
と
と
し
て
、

王
隠
晋
書
目
、
・
・
・
・
後
〈
羊
）
暗
為
十
郡
中
正
。
挙
侃
郡
陽
小
中
正
。
始
得
上
口
問
也
。

と
あ
る
。

こ
の
「
十
郡
」
は
江
州
を
構
成
す
る
十
郡
を
指
す
。

つ
ま
り
こ
の
際
の
「
十
郡
中
正
」
は
江
州
大
中
正
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
な

ぉ
、
恐
ら
く
州
大
中
正
の
制
設
置
時
以
後
の
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
郡
中
正
は
郡
大
中
正
と
郡
小
中
正
と
に
分
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
際

晋
書
時
川
彦
盛
伝
に
、

本
国
大
中
正
劉
頒
叉
挙
彦
為
小
中
正
。

州
大
中
正
の
制
に
関
す
る
諸
問
題
（
越
智
）

五
九



州
大
中
正
の
制
に
関
す
る
諸
問
題
（
越
智
）

。

や
州
大
中
正
で
あ
ろ
う
。

と
あ
る
の
を
見
る
と
、
郡
大
中
正
が
郡
小
中
正
を
予
選
し
推
挙
し
た
（
場
合
の
あ
る
）
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
郡
大
中
正
の
推
挙
先
は
必
ら
ず

こ
う
し
た
郡
中
正
の
選
挙
が
行
わ
れ
る
以
上
、
刺
史
、
太
守
が
郡
中
正
を
そ
の
属
佐
と
し
な
い
の
は
殆
ん
ど
疑
う
べ

こ
う
し
た
郡
中
正
の
選
挙
が
前
引
の
晋
書
任
旭
伝
に
見
え
る
よ
う
な
郡
中
正
の
選
挙
方
式
を
否
定
し
そ
れ
に
代
っ
た
こ
と
は
、
ま

ず
間
違
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
す
で
に
別
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
、
晋
時
代
郡
（
大
）
中
正
は
そ
れ
ぞ
れ
の
郡
を
所
管
区
域
と
す

る
、
州
大
中
正
の
次
官
的
性
格
を
も
つ
に
至
っ
て
い
匂
州
大
中
正
が
職
務
上
郡
中
正
を
自
ら
の
手
で
把
握
す
る
と
い
う
晋
時
代
の
大
勢
は
、

く
も
な
い
。

（
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、
南
朝
に
お
い
て
、
州
大
中
正
が
制
度
上
州
の
属
佐
化
す
る
こ
と
な
く
、
大
局
的
に
見
て
そ
の
機
能
の
発
揮
が
刺
史

に
殆
ん
ど
型
肘
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
ま
た
）
第
三
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
南
朝
に
お
い
て
州
大
中
正
が
郡
官
の
人
事
権
を
掌
握
し
て
い
た
こ

と
を
あ
わ
せ
考
え
る
と
、
南
朝
に
入
っ
て
も
殆
ん
ど
変
り
な
か
っ
た
と
さ
れ
よ
う
。

以
上
の
こ
と
を
頭
に
お
い
て
南
朝
に
お
け
る
郡
中
正
の
実
例
を
と
り
あ
げ
て
み
よ
う
。

ま
ず
宋
時
代
で
あ
る
が
、
宋
書
博
ヨ
張
氷
伝
に
、
張
、
水
に
つ
い
て
、

大
明
元
年
、
黄
門
侍
郎
。
尋
領
虎
責
中
郎
将
。
本
郡
中
正
。

と
ゐ
り
、
宋
王
宮
ハ
王
詔
之
伝
に
、
王
部
之
に
つ
い
て
、

加
騨
騎
将
軍
。
郡
中
正
。
黄
門
（
侍
郎
）
如
故
。

と
あ
り
、
宋
書
博
六
荷
伯
子
伝
に
、
萄
伯
子
に
つ
い
て
、

遷
散
騎
常
侍
。
本
邑
中
正
。

と
あ
り
、
宋
書
受
顧
観
之
伝
に
、
顧
観
之
に
つ
い
て
、

尋
徴
為
右
衛
将
軍
。
領
本
巴
中
正
。

と
あ
る
。
右
の
諸
例
の
場
合
、
郡
中
正
が
郡
太
守
な
り
州
刺
史
な
り
の
属
佐
的
性
格
を
も
た
な
い
の
は
自
ら
明
か
で
あ
ろ
う
。

つ
ぎ
に
、
南
斉



巻
五

書
士
二
虞
思
伝
に
、
虞
患
に
つ
い
て
、

除
太
常
丞
尚
書
一
阿
部
郎
通
直
散
騎
侍
郎
領
五
郡
中
正
。
嗣
部
郎
如
故
。

と
あ
る
。
こ
れ
は
宋
の
明
帝
の
と
き
の
こ
と
で
あ
る
。
「
4J

阿
部
郎
如
故
。
」
と
あ
る
記
事
は
、
右
の
太
常
丞
か
ら
領
五
郡
中
正
ま
で
が
、
虞
患
が

同
時
に
帯
び
た
官
職
で
な
い
の
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
領
五
郡
中
正
が
、
太
常
丞
、
尚
書
間
部
郎
、
通
直
散
騎
侍
郎
の
う
ち
の
何
れ
か
一
つ

そ
れ
ら
が
中
央
官
で
あ
る
だ
け
に
、
こ
の
領
五
郡
中
正
が
郡
太
守
な
り

州
刺
史
な
り
の
属
佐
的
性
格
を
も
つ
こ
と
を
一
不
す
も
の
で
な
い
の
は
自
ら
明
か
で
あ
ろ
う
吃

つ
ぎ
に
、
宋
主
同
党
顧
深
伝
に
、
顧
深
に
つ
い
て
、

景
平
中
、
太
皇
太
后
崩
。
除
大
匠
丞
彰
城
王
義
康
右
軍
腰
騎
参
軍
晋
陵
令
司
徒
参
軍
尚
書
庫
部
郎
本
邑
中
正
。

あ
る
い
は
そ
の
う
ち
の
こ
つ
の
就
官
と
同
時
に
現
わ
れ
た
に
し
て
も
、

と
あ
る
。
彰
城
主
義
康
は
同
時
に
願
騎
将
軍
と
司
徒
と
に
な
っ
て
い
な
い
。

（
腰
騎
将
軍
を
や
め
て
の
ち
司
徒
と
な
っ
て
い
る
。
）
従
っ
て
、

右
の
彰
城
王
義
康
右
軍
醸
騎
参
軍
か
ら
尚
書
庫
部
郎
ま
で
が
顧
深
が
同
一
時
期
に
就
任
し
た
も
の
で
な
い
の
は
明
か
で
あ
る
。

こ
こ
で
同
伝

に
、
続
い
て
、

元
嘉
七
年
、
太
祖
遺
到
彦
之
経
略
河
南
。
大
敗
、
悉
委
棄
兵
甲
。
武
庫
為
之
空
虚
。
後
太
祖
宴
会
。
有
荒
外
帰
化
人
在
坐
。
上
問
深
庫
中
伎

猶
有
幾
許
。
環
龍
太
口
有
十
万
人
位
。
旧
武
庫
位
秘
不
言
多
少
。
上
既
発
問
、
追
悔
失
言
。
及
深
詣
対
、
上
甚
喜
。
尚
書
寺
門
有
制
。

八
座
以

下
、
門
生
随
入
者
、
各
有
差
。

不
得
雑
以
人
士
。
深
以
宗
人
顧
碩
頭
寄
尚
書
張
茂
度
門
名
、
而
与
碩
頭
同
席
坐
。
明
年
坐
遺
出
、
免
中
正
。

凡
尚
書
官
大
罪
則
免
、
小
罪
則
違
出
。
遣
出
者
百
日
、
無
代
人
、
聴
還
本
職
。
諜
白
為
彰
城
王
義
康
所
語
、
補
司
徒
録
事
参
軍
。
山
陰
令
。

復
為
司
徒
録
事
。

と
あ
る
の
を
見
る
と
、

（
さ
き
の
記
事
は
必
ら
ず
パ
レ
も
就
官
順
序
に
か
か
わ
ら
な
い
も
の
で
、
）
顧
環
は
尚
書
庫
部
郎
を
本
官
と
し
た
際
本
邑
中
正
を

領
し
て
い
た
、

と
し
て
ほ
ぼ
誤
り
な
か
ろ
う
。

州
大
中
正
の
制
に
関
す
る
諸
問
題
（
越
智
）

ムノ、



州
大
中
正
の
制
に
関
す
る
諸
問
題
（
越
智
）

さ
て
、
宋
書
時
一
戸
沈
演
之
伝
に
、
沈
演
之
に
つ
い
て
、

転
別
駕
徒
事
史
。
領
本
郡
中
正
。
深
為
義
康
所
持
。
故
在
府
州
、
前
後
十
余
年
。

ム
ノ＼

と
あ
る
。
沈
演
之
が
別
駕
従
事
史
領
本
郡
中
正
に
な
っ
た
の
は
元
嘉
十
二
年
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。
当
時
彰
城
王
義
康
は
揚
州
刺
史
を
領
し
て

い
た
o

従
っ
て
沈
演
之
は
そ
の
州
官
と
な
る
と
同
時
に
（
揚
川
内
に
あ
る
）
呉
興
郡
の
中
正
と
な
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
o
宋
書
京
室
主
義
康

伝
に
、
彰
城
王
義
康
に
つ
い
て
、

凡
朝
士
有
才
用
者
、
皆
引
入
己
府
。
無
施
及
杵
旨
‘
即
度
為
台
官
。

と
あ
る
が
、
恐
ら
く
彼
の
正
常
ぶ
り
ぞ
欠
い
だ
人
事
の
一
環
と
し
て
右
の
よ
う
な
中
正
任
命
が
現
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
宋
書
京
沈
文
秀
伝
に
、
沈
文
秀
に
つ
い
て
、

吏
遷
銭
唐
令
西
陽
王
子
尚
撫
軍
参
軍
武
康
令
尚
書
庫
部
郎
本
巴
中
正
建
康
令
。

ム
ど
の
司
令
。

こ
の
記
事
は
沈
文
秀
が
本
邑
中
正
で
あ
っ
た
と
き
ど
の
官
職
を
本
官
と
し
た
の
か
を
明
か
に
し
て
い
な
い
。
恐
ら
く
尚
書
庫
部
郎
を

本
官
と
し
、
本
邑
中
正
を
領
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
を
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

つ
ま
に
斉
時
代
で
あ
る
が
、
南
斉
書
博
記
陸
澄
伝
に
、
陸
澄
に
つ
い
て
、

転
散
騎
常
侍
秘
書
監
呉
郡
中
正
。
光
禄
大
夫
。
加
給
事
中
。
中
正
如
故
。

と
あ
り
、
南
斉
書
尚
一
」
丘
霊
鞠
伝
に
、
丘
霊
鞠
に
つ
い
て
、

（
宋
）
昇
明
中
、
遷
正
員
郎
。
領
本
郡
中
正
。
兼
中
書
郎
如
故
。
時
方
禅
譲
。
太
祖
使
霊
鞠
参
掌
詔
策
。
建
元
元
年
、
転
中
書
郎
。
中
正
如

故
と
あ
り
、
梁
書
当
十
沈
約
伝
に
、
沈
約
に
つ
い
て
、

遷
中
書
郎
本
邑
中
正
司
徒
右
長
史
貰
門
侍
郎
。



と
あ
る
。

こ
れ
ら
の
事
例
で
は
中
央
官
が
郡
中
正
を
領
し
て
い
る
の
が
明
か
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
南
斉
室
百
一
時
咽
何
修
之
伝
に
、
何
隆
之
に
つ
い
て
、

斉
建
武
中
、
為
鎮
北
記
室
参
軍
侍
皇
太
子
講
。
領
丹
陽
邑
中
正
。

と
あ
る
。
皇
太
子
の
「
侍
講
」
が
同
時
に
地
方
軍
府
の
参
軍
で
あ
る
と
は
想
定
し
が
た
い
か
ら
、
恐
ら
く
皇
太
子
の
「
侍
講
」
の
と
き
丹
陽
中

正
を
領
し
た
と
考
え
る
べ
き
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
南
斉
書
吟
咽
孔
稚
珪
伝
に
、
孔
稚
珪
に
つ
い
て
、

服
閥
、
為
可
徒
従
事
中
郎
川
別
駕
従
事
史
本
郡
中
正
。
永
明
七
年
、
転
騒
騎
将
軍
。
復
領
左
丞
。

と
あ
り
、
南
斉
書
時
一
一
一
張
緒
伝
に
、
張
緒
に
つ
い
て
、

除
巴
陵
王
文
学
太
子
洗
馬
北
中
郎
参
軍
太
子
中
舎
人
本
郡
中
正
車
騎
従
事
中
郎
中
書
郎
州
治
中
黄
門
郎
。

と
あ
る
。
こ
の
二
記
事
で
は
、
郡
中
正
が
州
官
を
本
官
と
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
断
定
で
き
な
い
。

つ
忘
に
梁
時
代
で
あ
る
が
ー
梁
書
描
丘
遅
伝
に
、
丘
、
遅
に
つ
い
て
、

俄
遷
中
書
侍
郎
。
領
呉
興
邑
中
正
。

と
あ
る
ο

こ
の
事
例
で
は
中
央
官
が
郡
中
正
を
領
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
梁
書
主
徐
勉
伝
に
、
徐
勉
に
つ
い
て
、

遷
建
威
将
軍
後
軍
諮
議
参
軍
本
邑
中
正
尚
書
左
丞
。
自
掌
枢
憲
、
多
所
糾
挙
。
時
論
以
為
称
職
。

と
あ
る
。
も
し
徐
勉
の
後
軍
諮
議
参
軍
就
官
と
尚
書
左
丞
就
官
と
が
時
期
的
に
別
で
あ
っ
た
と
し
た
際
、
彼
が
地
方
軍
府
に
あ
っ
て
郡
中
正
を

領
し
て
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
ぬ
で
も
な
い
。
ま
た
、
梁
室
長
畑
一
一
民
於
援
伝
に
、
庚
一
於
陵
に
つ
い
て
、

遷
腰
騎
録
事
参
軍
兼
中
書
通
事
舎
入
。
俄
領
南
郡
邑
中
正
。

と
あ
る
が
、

こ
の
「
牒
騎
録
事
参
軍
」
は
あ
る
い
は
地
方
軍
府
の
そ
れ
か
も
知
れ
な
い
。

最
後
に
陳
時
代
で
あ
る
が
、
陳
書
控
宗
元
韓
伝
に
、
宗
元
韓
に
つ
い
て
、

州
大
中
正
の
制
に
関
す
る
諸
問
題
（
越
智
）

ムノ、



州
大
中
正
の
制
に
閲
す
る
諸
問
題
（
越
智
）

六
回

遷
太
僕
卿
。
領
本
邑
大
中
正
中
書
通
事
舎
入
。

と
あ
る
。

こ
れ
は
中
央
官
が
郡
中
正
を
領
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

右
は
管
見
に
入
っ
た
南
朝
の
郡
中
正
の
す
べ
て
で
あ
る
が
、

そ
こ
に
川
や
地
方
軍
府
の
要
官
が
郡
中
正
吾
兼
ね
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
に

し
で
も
、

さ
き
に
見
た
と
こ
ろ
を
想
起
す
る
と
、

そ
れ
が
制
度
上
郡
中
正
の
刺
史
、
太
守
の
属
佐
化
を
意
味
し
な
い
の
は
明
か
で
あ
る
。
そ
の

機
能
面
に
お
い
て
も
（
刺
史
が
州
大
中
正
を
例
外
的
に
左
右
し
て
そ
の
音
山
に
従
わ
せ
た
場
合
を
除
く
と
、
）
刺
史
が
郡
中
正
を
左
右
し
て
そ
の
意
に
従
わ
せ

る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
o

郡
太
守
が
単
独
で
郡
中
正
吾
左
右
し
そ
の
意
に
従
わ
せ
る
と
い
っ
た
こ
と
は
殆
ん
ど
考
え
ら
れ
な
い
ゼ

ち
な
み
に
、
梁
書
巻
六
敬
帝
紀
太
平
二
年
正
月
壬
寅
の
条
に
、

是
目
、
又
詔
、
諸
州
各
置
中
正
、
依
旧
訪
挙
。
不
得
師
承
単
状
序
官
。
皆
須
中
正
押
上
、
然
後
量
授
。
詳
依
口
叩
制
、
務
使
精
実
。
其
｜
珊
瑚
司

（

稽

）

？

（

正

）

？

充
、
雄
暫
為
隔
関
、
衣
冠
多
寓
准
海
、
猶
宜
不
廃
司
存
。
会
計
罷
州
、
尚
為
大
郡
。
人
士
殿
蹟
。
可
別
置
巴
居
。
至
如
分
割
郡
県
、
新
号
州

牧、

i
j
1司
J
1
1叶H

と
あ
る
。
「
単
状
」
の
状
は
自
己
の
経
歴
書
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

「
訪
挙
」
は
文
字
通
り
訪
い
挙
げ
る
と
い
う
意
味
で
み
る
。
南
斉
書
荏
沈
麟

士
伝
に
、

宋
元
嘉
末
、
文
帝
令
尚
書
展
射
何
尚
之
抄
撰
五
経
、
訪
挙
学
士
。
県
以
鱗
士
応
選
。

と
あ
る
際
の
「
訪
挙
」
も
同
様
で
あ
る
。
太
平
二
年
は
梁
陳
の
交
代
が
行
わ
れ
た
年
で
あ
る
。
従
っ
て
右
の
詔
は
当
時
国
政
を
握
っ
て
い
た
陳
覇

先
（
の
ち
の
陳
の
武
帝
〉
の
意
に
出
た
も
の
で
あ
る
と
す
べ
き
で
あ
る
。

ζ

れ
は
、
梁
の
武
帝
末
年
の
侯
景
の
叛
乱
、
（お）

な
ど
に
よ
っ
て
中
正
制
度
が
中
絶
し
て
い
た
の
を
、
小
康
を
え
た
た
め
復
活
す
べ
き
を
命
じ
た
も
の
で
あ
る
。
ー
ー
の
部
分
は
特
定
の
地
域
の

王
僧
弁
と
陳
覇
先
と
の
争
覇

中
正
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
な
か
の
「
至
如
分
割
郡
県
・
・
不
労
兼
置
」
の
部
分
は
、
記
述
に
誤
り
が
な
い
と
す
れ
ば
、
郡
県
を
分

割
し
て
新
た
に
州
を
設
け
た
と
き
は
、

そ
の
新
州
の
中
正
は
郡
中
正
を
以
て
こ
れ
に
あ
て
る
、
と
い
っ
た
意
味
と
な
ろ
う
。
し
か
し
こ
れ
は
詔



で
あ
ろ
う
。
な
お
、
陳
書
巻
三
文
帝
紀
天
嘉
三
年
六
月
の
条
に
、

の
州
ご
と
に
州
大
中
正
を
お
く
と
い
う
本
旨
と
相
反
す
る
。
蓋
し
「
誼
係
本
邑
」
は
も
と
も
と
「
誼
勿
係
本
邑
」
と
い
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
の

以
会
稽
東
陽
臨
海
、
氷
嘉
新
安
新
寧
晋
安
建
安
八
郡
、
置
東
揚
州
。

丁
亥
、
割
東
揚
州
晋
安
郡
為
豊
州
。

と
あ
る
。
虞
嘉
、
孔
集
ら
は
こ
の
東
揚
州
の
州
大
中
正
で
め
る
。
ま
た
、
陳
書
巻
四
廃
帝
紀
光
大
二
年
四
月
の
条
に
、

と
あ
る
が
、
孔
突
は
こ
の
豊
州
の
州
大
中
正
で
あ
る
。

新
設
州
に
州
大
中
正
（
だ
け
）
が
置
か
れ
た
と
す
る
見
解
を
さ
さ
え
る
で
あ
ろ
う
。

（お）

こ
う
し
た
こ
と
と
、
特
例
的
に
大
郡
た
る
会
稽
に
郡
中
正
吾
置
い
た
こ
と
を
あ
わ
せ
考
え
る
と
、
復
活
し
た
中
正
制
度
に
お
い
て
、

郡
に
中
正
の
な
か
っ
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
州
大
中
正
が
郡
中
正
の
機
能
を
吸
収
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
う
し
た
こ
と
が

こ
う
し
た
事
実
は
、

具
現
し
て
も
別
に
不
思
議
は
な
か
ろ
う
。

註（1
）
と
く
に
宮
崎
市
定
氏
、
「
九
日
間
宮
人
法
の
研
究
」
、
宮
川
尚
士
山

氏
、
「
中
正
制
度
の
研
究
」
（
「
六
朝
史
研
究
政
治
・
社
会
篇
」

所
収
）
、
矢
野
主
税
氏
の
諸
研
究
な
ど
は
重
要
で
あ
る
。

（
2
）
ち
な
み
に
、
と
こ
に
上
第
が
在
在
す
る
こ
と
は
、
当
時
下
第
が

容
在
し
た
こ
と
を
示
唆
す
る
が
、
そ
う
し
た
区
別
は
恐
ら
く
の

ち
の
（
州
大
中
正
の
制
下
の
）
上
品
、
下
品
と
い
っ
た
区
別
の

一
源
流
を
な
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
は
上
品
、
下
品

の
区
別
ほ
ど
の
重
要
性
を
も
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

（3
）
今
日
考
え
ら
れ
る
限
り
で
は
、
郷
品
の
制
の
外
形
は
終
始
一
貫

し
て
い
た
と
す
べ
き
で
あ
る
。

（
4
）
こ
の
記
事
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
、
「
清
議
と
郷
論
」
（
未
発
表
）

州
大
中
正
の
制
に
関
す
る
諸
問
題
（
越
智
）

（
右
の
詔
の
本
旨
が
陳
に
引
継
が
れ
て
い
る
と
す
る
限
り
に
お
い
て
、
）

一
般
に

参
照
。
ま
た
、
註
（
6
）
参
照

（
5
）
拙
稿
、
「
九
品
官
人
法
の
制
定
に
つ
い
て
」
（
草
川
純
一
蜘

1
開）

参
照
。
（
た
だ
し
、
同
稿
の
郷
口
聞
の
制
出
現
に
関
す
る
私
見
は

本
稿
の
よ
う
に
改
め
る
。
）

（
6
）
ち
な
み
に
、
貌
志
巻
二
十
一
侍
椴
伝
に
、

司
空
陳
霊
辞
為
抜
。
時
散
騎
常
侍
劉
劫
作
考
課
法
。
事
下
つ
一
府
。

椴
難
勧
目
、
：
・
方
今
九
州
之
民
、
血
友
及
京
城
、
未
有
六
郷
之
挙
。

其
選
才
之
職
、
専
任
吏
部
。
案
品
状
、
則
実
才
未
必
当
。
任
簿

伐
、
則
徳
行
未
為
銭
。
如
此
、
則
殿
最
之
謀
、
未
尽
人
才
。
述

綜
主
度
、
敷
賛
国
式
、
体
深
義
広
。
難
得
而
詳
也
。

と
あ
る
o
こ
れ
は
州
大
中
正
の
制
出
現
以
前
の
こ
と
で
あ
る
。
こ

こ
に
「
口
問
状
」
の
語
が
見
え
る
が
、
蓋
し
こ
れ
は
九
日
間
の
制
の

六
五



州
大
中
正
の
制
に
関
す
る
諸
問
題
（
越
智
）

状
と
い
っ
た
意
味
で
あ
ろ
う
。
晋
書
孫
楚
伝
の
品
状
は
州
大
中

正
の
制
出
現
以
後
の
も
の
で
あ
る
が
、
右
の
ロ
問
状
と
同
様
九
口
聞

の
制
mv
状
を
意
味
す
る
わ
け
で
あ
る
。
（
州
大
中
正
の
制
出
現

以
後
の
品
状
の
語
に
は
郷
品
と
状
と
を
指
す
場
合
も
あ
る
。
）

（
7
〉
前
掲
、
「
九
品
宮
人
法
の
研
究
」
参
照
。

〈8
）
拙
稿
、
「
貌
晋
時
代
に
お
T
る
州
大
中
正
の
制
」
へ
東
洋
史
学

J

b

－L
f
第
二
十
六
輯
」

及
び
「
貌
晋
南
朝
に
お
け
る
最
下
級
官
僚
層
に
つ
い
て
」
（
未

発
表
）
参
照
。

（
9
〉
州
大
中
正
の
制
の
出
現
に
つ
い
て
は
、
前
掲
、
「
貌
晋
時
代
に

お
け
る
州
大
中
正
の
制
」
及
び
「
清
議
と
郷
論
」
参
照
。

（
叩
〉
拙
稿
、
「
南
朝
州
鎮
の
財
政
に
つ
い
て
」
（
鯨
司
…
畔
輯
）
参
照
。

〈
日
）
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
稿
を
新
た
に
し
て
論
ず
る
。

（
ロ
）
・
（
臼
）
、
拙
著
、
「
貌
晋
南
朝
の
政
治
と
社
会
」
参
照
。

（H
〉
後
世
の
散
官
に
あ
た
る
も
の
の
存
在
に
つ
い
て
は
、
稿
を
新
た

に
し
て
論
ず
る
。

（
日
〉
前
掲
、
「
競
晋
南
朝
の
政
治
と
社
会
」
参
照
。

（
日
〉
郎
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
、
「
宋
斉
時
代
の
廊
」
（
一
議
ヨ
朝
刊
一
4
号）

参
照
。

（
幻
〉
前
掲
、
「
九
品
官
人
法
の
研
究
」
参
照
。

（
刊
日
〉
こ
う
し
た
官
に
つ
い
て
は
稿
を
新
た
に
し
て
論
ず
る
。

ハ
四
）
前
掲
、
「
間
関
晋
南
朝
の
政
治
と
社
会
」
参
照
。

（
却
）
前
掲
、
「
九
品
官
人
法
の
研
究
」
参
照
。

（
幻
）
浜
口
重
国
氏
、
「
所
謂
、
隔
の
郷
官
廃
止
に
つ
い
て
」
（
謹
麟

六
六

記
念
東
洋
J

妻
賢

史
集
説
、
4
e
R

（
辺
）
中
正
の
も
つ
機
能
の
発
揮
と
家
格
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
前

掲
、
「
説
晋
時
代
に
お
け
る
州
大
中
正
の
制
」
及
び
「
清
議
と

郷
論
」
参
照
。

（
お
）
前
掲
、
「
貌
晋
時
代
に
お
け
る
州
大
中
正
の
制
」
及
び
「
清
議

と
郷
論
」
参
照
。

（
剖
〉
議
王
承
が
湘
州
刺
史
と
な
っ
た
こ
ろ
、
州
大
中
正
は
い
ま
だ
州

都
官
の
人
事
権
を
掌
っ
て
い
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
も
し

そ
う
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
こ
と
は
別
に
本
文
の
論
旨
を
否
定
す

る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
お
）
五
官
接
は
一
応
論
外
と
す
る
。

（
部
）
前
掲
、
「
清
議
と
郷
論
」
参
照
。
－

（
叩
山
〉
太
僕
卿
は
当
時
常
置
の
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
の
職
掌
上
中
央

に
あ
る
べ
き
で
あ
っ
た
。

「
東
洋
学
報
第
四
J

ハ
幻
）
拙
稿
、
「
領
軍
将
軍
と
護
軍
将
軍
」
｛
十
四
巻
第
一
号
｝
参
照
。

（
お
）
南
朝
に
お
い
て
中
央
官
が
一
般
的
な
地
方
官
を
兼
ね
る
こ
と
が

な
い
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
兼
官
に
は
い
く
つ
か
の
間
題
が
含

ま
れ
て
い
る
。
筆
者
も
別
稿
で
そ
れ
を
論
ず
る
否
定
で
あ
る

が
、
い
ま
と
り
あ
げ
て
い
る
「
兼
領
」
は
そ
れ
ら
と
性
格
を
異

に
す
る
。

（
却
）
前
掲
、
「
九
品
宮
人
法
の
制
定
に
つ
い
て
」
参
照
。

（
鈎
）
こ
の
理
解
は
、
貌
志
常
林
伝
の
二
つ
の
注
に
見
え
る
中
正
任
用

の
「
手
続
き
」
が
、
線
建
国
時
以
後
に
も
ち
こ
さ
れ
た
と
し
て

の
こ
と
で
あ
る
。

（M
U

〉
前
掲
、
「
貌
晋
時
代
の
州
大
中
正
の
制
」
参
照
。

（
詔
）
虞
壊
は
会
稽
の
人
で
あ
る
。
斉
時
代
会
稽
は
揚
州
に
属
す
る



が
、
そ
の
郡
数
は
五
で
は
な
い
。
従
っ
て
こ
の
五
郡
中
正
は
州

大
中
正
の
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
。

（
お
）
中
正
就
任
者
に
つ
い
て
は
、
前
掲
、
「
中
正
制
度
の
研
究
」
参
照
。

な
お
、
同
一
人
の
中
正
就
任
が
両
王
朝
に
ま
た
が
る
も
の
は
、

a

原
則
と
し
て
前
王
朝
の
方
の
み
を
記
し
た
。

ま
た
、
中
正
に
関
し
「
叉
領
」
と
あ
る
宵
職
の
う
ち
、
必
ら
ず

し
も
論
旨
に
必
要
の
な
い
も
の
は
省
略
し
た
。

（
担
）
た
だ
し
、
郡
中
正
が
郡
太
守
と
私
的
な
な
れ
あ
い
を
し
、
そ
れ

に
基
い
て
職
務
を
十
分
に
遂
行
し
な
か
っ
た
場
合
の
あ
る
ニ
と

は
、
十
分
想
像
さ
れ
る
。

（
話
）
前
掲
、
「
九
品
官
人
法
の
研
究
」
参
照
。

（
お
）
当
時
の
揚
州
に
は
会
稽
郡
以
外
に
い
く
つ
も
の
郡
が
あ
る
。
蓋

し
会
稽
以
外
の
郡
に
都
中
正
は
置
か
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ

L

円
ノ
。

州
大
中
正
の
制
に
関
す
る
諸
問
題
（
越
智
〉

六
七



Problems of the " Chou-ta-chung-cheng " 

(~1l1J~i:j:IIE) System. 

-3-

Shigeaki Ochi 

I have tried to argue the followings : 

(1) The "hsiang-pin" ci~ifb) system did not emerge at the same time 

as the "chiupin" (1Lifb) or "chiu-pin-kuan-jen" (ftifb'g }.J system, 

but was established as a a part of the "chou-ta-chung-cheng" system. 

(2) The fixation of the family-ranks was promoted by the administr­

ation of the "chou-ta-chung-cheng", but a portion of common 

people succeeded to rise politically and socially. Their entry into 

the officialdom was made possible by the following three processes : 

(a) To become "pin-kuan" (ifb'g) by rendering, or under the pre-

tense of rendering, distinguished military services. 

(b) To become "pin-kuan", being appointed by the decision of the 

"Li-bu" (~:g:~). 

(c) To become "chih-li" (JEZ~) 

(3) In the Southern Dynasties, the "chou-ta-chung-cheng" had the 

personal administration power over "chou-kuan" OM'§') and "chti.n­

kuan" C!IB'§), save over "cha-chti" (~~) systm, virtually at his 

command. However, it was in the name of the governor of "chou" 

and "chun. " By the way, "chou-ta-chung-cheng" were selected 

from among the illustrious families within the "chou". This suggests 

that the governor or " chou " or " chtin " could not disregard the 

will of the illustrious families within his appointed area. 


